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出版履歴

次の版が発行されるまでの間に、間違いの訂正や製品マニュアルの変更を反映したアッ
プデート版が発行されることもあります。アップデート版や新しい版を確実に入手するた
めには、対応する製品のサポートサービスにご登録ください。詳細については、HPの営
業担当にお問い合わせください。

表 1 出版履歴

製品ガイド版製品番号

HP Data Protector 6.20 Granular Recovery
Extension 1.00

2011年3月
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本書について

対象読者
本書は、Microsoft SharePoint Serverのバックアップおよび復旧の計画、セットアップ、保
守を担当する管理者を対象としています。また、以下に関する十分な知識があることを想
定しています。

• Data Protectorの基本機能

• Microsoft SharePoint Serverの管理

ドキュメントセット
その他のドキュメントおよびオンラインヘルプには、関連情報が記載されています。

ガイド

Data Protectorのガイドは、印刷された形式あるいはPDF形式で提供されます。PDFファ
イルは、Data Protectorのセットアップ時に、Windowsの場合はEnglish Documentation
& Helpコンポーネントを、UNIXの場合はOB2-DOCSコンポーネントを、それぞれ選択して
インストールします。ガイドのインストール後の保存先ディレクトリは、Data_Protector_home\
docsディレクトリ、UNIXの場合は/opt/omni/doc/Cディレクトリに保存されます。

ガイドは、HPサポートセンターのWebサイトの[マニュアル]ページから入手できます。

http://www.hp.com/support/manuals

[Storage]セクションの[Storage Software]をクリックし、ご使用の製品を選択してください。

• HP Data Protectorコンセプトガイド

このガイドでは、Data Protectorのコンセプトを解説するとともに、Data Protectorの動
作原理を詳細に説明しています。手順を中心に説明しているオンラインヘルプとあわ
せてお読みください。

• HP Data Protectorインストールおよびライセンスガイド

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverユーザーガイド 13

http://www.hp.com/support/manuals


このガイドでは、Data Protectorソフトウェアのインストール方法をオペレーティングシ
ステムおよび環境のアーキテクチャごとに説明しています。また、Data Protectorのアッ
プグレード方法や、環境に適したライセンスの取得方法についても説明しています。

• HP Data Protectorトラブルシューティングガイド

このガイドでは、Data Protectorの使用中に起こりうる問題に対するトラブルシューティ
ングの方法について説明します。

• HP Data Protectorディザスタリカバリガイド

このガイドでは、ディザスタリカバリの計画、準備、テスト、および実行の方法について
説明します。

• HP Data Protectorインテグレーションガイド

このガイドでは、さまざまなデータベースやアプリケーションをバックアップおよび復元
するための、Data Protectorの構成方法および使用法を説明します。このガイドは、
バックアップ管理者やオペレータを対象としています。4種類のガイドがあります。

• HPData ProtectorMicrosoftアプリケーション用インテグレーションガイド－
SQL Server、SharePoint Portal Server、およびExchange Server

このガイドでは、Microsoft Exchange Server、Microsoft SQL Server、Volume
Shadow Copy ServiceといったMicrosoftアプリケーションに対応するData Protector
の統合ソフトウェアについて説明します。

• HP Data Protectorインテグレーションガイド－Oracle、SAP

このガイドでは、Oracle、SAP R/3、SAP DB/MaxDBに対応するData Protectorの
統合ソフトウェアについて説明します。

• HP Data Protector Integration Guide for IBM Applications: Informix,
DB2, and Lotus Notes/Domino

このガイドでは、Informix Server、IBM DB2、Lotus Notes/Domino Serverといった
IBMアプリケーションに対応するData Protectorの統合ソフトウェアについて説明
します。

• HP Data Protector Integration Guide for Sybase, Network Node Manager,
and Network Data Management Protocol Server

このガイドでは、VMware Virtual Infrastructure、Sybase、Network Node Manager、
Network Data Management Protocol Server、およびCitrix XenServerに対応する
Data Protectorの統合ソフトウェアについて説明します。

• HP Data Protector Integration Guide for Microsoft Volume Shadow Copy
Service

このガイドでは、Data ProtectorとMicrosoft Volume Shadow Copy Serviceの統合
について説明します。

• HP Data Protector integration guide for HP Service Information Portal

本書について14



このガイドでは、HP Service Information Portalに対応するData Protector統合ソフト
ウェアのインストール、構成、使用方法について説明します。これはバックアップ管理
者用です。ここでは、アプリケーションを使用してData Protectorサービスを管理する
方法について説明しています。

• HP Data Protector integration guide for HP Reporter

このガイドでは、HP Reporter に対応するData Protector統合ソフトウェアのインストー
ル、構成、使用方法について説明します。これはバックアップ管理者用です。Data
Protectorのサービス管理にアプリケーションを使用する方法について説明します。

• HP Data Protector Integration Guide for HP Operations Manager for UNIX

このガイドでは、UNIX版のHP Operations ManagerとHP Service Navigatorを使用し
て、Data Protector環境の健全性と性能を監視および管理する方法について説明し
ます。

• HP Data Protector Integration Guide for HP Operations Manager for Windows

このガイドでは、Windows版のHP Operations ManagerとHP Service Navigatorを使用
して、Data Protector環境の健全性と性能を監視および管理する方法について説明
します。

• HP Data Protector integration guide for HP Performance Manager and HP
Performance Agent

このガイドでは、Windows版、HP-UX版、Solaris版、Linux版のHP Performance Man-
ager(PM)およびHP Performance Agent(PA)を使用してData Protector環境の健全性
と性能を監視および管理する方法について説明します。

• HP Data Protectorゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド

このガイドでは、Data Protectorゼロダウンタイムバックアップとインスタントリカバリのコ
ンセプトについて解説するとともに、ゼロダウンタイムバックアップ環境におけるData
Protectorの動作原理を詳細に説明します。手順を中心に説明している『HP Data
Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』および『HP Data
Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』とあわせてお読みください。

• HP Data Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide

このガイドでは、HP StorageWorks Virtual Array、HP StorageWorks Enterprise Virtual
Array、EMC Symmetrix Remote Data FacilityおよびTimeFinder、HP StorageWorks
Disk Array XPに対応するData Protector統合ソフトウェアのインストール、構成、使用
方法について説明します。このガイドは、バックアップ管理者やオペレータを対象とし
ています。ファイルシステムやディスクイメージのゼロダウンタイムバックアップ、インス
タントリカバリ、および復元についても説明します。

• HP Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide

このガイドでは、ゼロダウンタイムバックアップ、インスタントリカバリ、およびOracle、
SAP R/3、Microsoft Exchange Server、Microsoft SQL Serverの各データベースの標
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準復元を実行するためのData Protectorの構成方法および使用方法について説明
します。

• HP Data Protector MPE/iX system user guide

このガイドでは、MPE/iXクライアントの構成方法、およびMPE/iXデータのバックアッ
プおよび復元方法を説明します。

• HP Data Protector Media Operations User guide

このガイドでは、オフラインストレージメディアのトラッキングと管理について説明しま
す。アプリケーションのインストールと構成、日常のメディア操作、およびレポート作成
のタスクについて説明します。

• HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノートおよびリファレンス

このガイドでは、HP Data Protector 6.20の新機能について説明しています。また、イ
ンストールの必要条件、必要なパッチ、および制限事項に関する情報に加えて、既
知の問題と回避策についても提供します。

• HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノートおよびリファレンス for integra-
tions to HP Operations Manager, HP Reporter, HP Performance Manager,
HP Performance Agent, and HP Service Information Portal

このガイドは、記載されている統合ソフトウェアに対して同様の役割を果たします。

• HP Data Protector Media Operations Product Announcements, Software Notes,
and references

このガイドは、Media Operationsに対して同様の役割を果たします。

• HP Data Protector Command Line Interface Reference

このガイドでは、Data Protectorコマンド行インタフェース、コマンドオプション、使用方
法を、基本コマンド行の例とともに説明しています。

オンラインヘルプ

Data ProtectorはWindowsおよびUNIXの各プラットフォーム用にオンラインヘルプ(コンテ
キスト依存ヘルプ([F1]キー)および[ヘルプ]トピック)を備えています。

Data Protectorをインストールしていない場合でも、インストールDVD-ROMの最上位ディ
レクトリからオンラインヘルプにアクセスできます。

• Windowsの場合: DP_help.zipを解凍し、DP_help.chm. を開きます。

• UNIXの場合:圧縮されたtarファイルDP_help.tar.gzをアンパックし、DP_help.htmで
オンラインヘルプシステムにアクセスします。
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ドキュメントマップ

略称

次の表は、ドキュメントマップで使用される略称の説明です。ガイドのタイトルには、すべ
て先頭にHP Data Protectorが付きます。

ガイド略称

Command Line Interface ReferenceCLI

コンセプトガイドConcepts

ディザスタリカバリガイドDR

スタートアップガイドGS

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverユーザガ
イド

GRE-SPS

Granular Recovery Extension User Guide for VMware vSphereGRE-VMware

オンラインヘルプHelp

Integration Guide for IBM Applications: Informix, DB2, and Lotus
Notes/Domino

IG-IBM

Microsoftアプリケーション用インテグレーションガイド－ SQL Server、
SharePoint Server、およびExchange Server

IG-MS

インテグレーションガイド - Oracle、SAPIG-O/S

Integration Guide for HP Operations Manager for UNIXIG-OMU

Integration Guide for HP Operations Manager for WindowsIG-OMW

Integration Guide for Sybase, Network Node Manager, and Network
Data Management Protocol Server

IG-Var

Integration Guide for Virtualization Environments: VMware, Microsoft
Hyper-V, and Citrix XEN Server

IG-VirtEnv
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ガイド略称

Integration Guide for Microsoft Volume Shadow Copy ServiceIG-VSS

インストールおよびライセンスガイドInstall

Media Operations Getting Started GuideMO GS

Media Operations Product Announcements, Software Notes, and
References

MO RN

Media Operations User GuideMO UG

製品案内、ソフトウェアノート、リファレンスPA

トラブルシューティングガイドTrouble

ZDB Administrator's GuideZDB Admin

ZDBコンセプトガイドZDB Concept

ZDB Integration GuideZDB IG

対応表

以下の表は、各種情報がどのドキュメントに記載されているかを示したものです。セルが
塗りつぶされているドキュメントを最初に参照してください。
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統合ソフトウェア

以下の統合に関する詳細については、該当するガイドを参照してください。

ガイド統合

IG-OMU、IG-OMWHP Operations Manager for UNIX/for Windows

IG-PM/PAHP Performance Manager

IG-PM/PAHP Performance Agent

IG-RHP Reporter

IG-SIPHP Service Information Portal

すべてのZDBHP StorageWorks Disk Array XP

すべてのZDBHP StorageWorks Enterprise Virtual Array (EVA)

すべてのZDBHP StorageWorks Virtual Array (VA)

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverユーザーガイド 19



ガイド統合

IG-IBMIBM DB2 UDB

IG-IBMInformix

IG-IBMLotus Notes/Domino

MO UserMedia Operations

MPE/iXMPE/iX system

IG-MS、ZDB IGMicrosoft Exchange Server

IG-MSMicrosoft Exchange Single Mailbox

IG-MSMicrosoft SharePoint Portal Server

IG-MS、ZDB IGMicrosoft SQL Server

IG-VSSMicrosoft Volume Shadow Copy Service (VSS)

IG-VarNDMP Server

IG-VarNetwork Node Manager (NNM)

IG-O/SOracle

ZDB IGOracle ZDB

IG-O/SSAP DB

IG-O/S、ZDB IGSAP R/3

IG-VarSybase

すべてのZDBEMC Symmetrix

IG-VarVMware
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表記上の規則および記号
表 2 表記上の規則

要素規則

相互参照リンクおよび電子メールアドレス青色のテキスト:表2（21ページ）

Webサイトアドレス青色の下線付きテキスト:http://www.hp.com

テキスト強調斜体テキスト

• ファイル名とディレクトリ名

• システム出力

• コード

• コマンド、引数、および引数の値

等幅のテキスト

• コード変数

• コマンド変数
等幅、斜体テキスト

強調された等幅テキスト等幅、太字 テキスト

注意：

指示に従わなかった場合、機器設備またはデータに対し、損害をもたらす可能性が
あることを示します。

重要：

詳細情報または特定の手順を示します。

注記：

補足情報を示します。
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ヒント：

役に立つ情報やショートカットを示します。

Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース
Data Protectorでは、クロスプラットフォーム(WindowsとUNIX)のグラフィカルユーザーイン
タフェースを提供します。オリジナルのData ProtectorGUI (Windowsのみ)またはData
ProtectorJava GUIを使用できます。Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース
に関する詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

図 1 Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース

一般情報
Data Protectorに関する一般的な情報は、http://www.hp.com/go/dataprotectorにあり
ます。
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HP技術サポート
世界各地の技術サポートについては、下記のHPサポートWebサイトにアクセスしてくださ
い。

http://www.hp.com/support

HPに連絡する前に、以下の情報を収集しておいてください。

• 製品のモデル名とモデル番号

• 技術サポートの登録番号(ある場合)

• 製品のシリアル番号

• エラーメッセージ

• オペレーティングシステムのタイプとリビジョンレベル

• 詳細な質問内容

メールニュース配信サービス
ご使用の製品を以下のアドレスのメールニュース配信登録Webサイトで登録することをお
勧めします。

http://www.hp.com/go/e-updates

登録すると、製品の強化機能内容、ドライバの新バージョン、ファームウェアのアップデー
トなどの製品リソースに関する通知が電子メールで届きます。

HP Webサイト
その他の情報については、次のHP Webサイトを参照してください。

• http://www.hp.com

• http://www.hp.com/go/software

• http://www.hp.com/support/manuals

• http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

• http://www.hp.com/support/downloads

ドキュメントのフィードバック
HPでは、お客様からのフィードバックを歓迎しています。
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製品ドキュメントに関するご質問やお気づきの点があれば、DP.DocFeedback@hp.comま
でメッセージを送信してください。お知らせいただいた内容は、すべてHPに帰属すること
になります。
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1 はじめに

このドキュメントでは、HP Data Protector Granular Recovery Extension for Microsoft
Office SharePoint Server 2007およびMicrosoft SharePoint Server 2010 (Microsoft
SharePoint Server)について説明します。

バックアップ
Microsoft SharePoint Serverのデータのバックアップには、以下のいずれかのバックアッ
プソリューションを使用します。

• HP Data Protector Microsoft SharePoint Server 2007/2010用統合ソフトウェア

• HP Data Protector Microsoft SharePoint Server VSSベースソリューション

• HP Data Protector Microsoft SQL Server用統合ソフトウェア

• HP Data Protector Microsoft Volume Shadow Copy Service用統合ソフトウェア

• HP Data Protector Microsoft Volume Shadow Copy Service ZDB用統合ソフトウェア

復旧
HP Data Protector Granular Recovery Extensionの利点は、次のとおりです。

• 復旧単位

バックアップソリューションで復元できる最小オブジェクトは、Microsoft SQL Server
データベース(コンテンツデータベース)です。このデータベースには複数のWebサイ
トのデータが格納されていることがあります。それに対して、HP Data Protector Gran-
ular Recovery Extensionでは、カレンダーアイテム、タスクアイテム、チームディスカッ
ションアイテム、ドキュメント、共有ドキュメント、フォルダ、リスト、ライブラリ、お知らせ、
フォーム、レポートテンプレート、オブジェクトのメタデータ、ドキュメントワークフローな
どの個々のWebサイトアイテムが、復元可能な最小のオブジェクトになります。

• Microsoft SharePoint Serverサーバーの全体管理への統合

Granular Recovery Extensionは、Microsoft SharePoint Serverサーバーの全体管理
に完全に統合されます。これにより、サイトコレクションの管理者は、単一アイテムの復
旧を独自に(バックアップ管理者の最小限の介在で)実行できるようになります。
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• 複数サイトの復旧

サイトを誤って削除しても問題にならなくなります。これは、ごみ箱を使ってサイトを復
旧することができない場合にも当てはまります。Granular Recovery Extensionは、複
数のサブサイトを持つサイト全体を復旧できます。

• 容易な検索

容易な検索 Granular Recovery Extensionの高度なクイック検索を使用して、復旧が
必要なアイテムを検索できます。この検索システムではオブジェクトのメタデータが
チェックされるため、検索内容をドキュメントタイプ、作者などで絞り込むことができま
す。オブジェクトは、オブジェクトツリーブラウザに表示されます。

• 別の場所への復旧

Granular Recovery Extensionでは、別の場所への復旧が可能です。たとえば、別の
サイト、別のファーム、別のファイルシステムなどにオブジェクトを復旧できます。
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2 インストール

この章では、HP Data Protector Granular Recovery Extensionのインストール方法を説明
します。
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前提条件
Microsoft SQL Serverパッケージ

Microsoft SQL Server 2005またはMicrosoft SQL Server 2008用の以下のパッケージをイ
ンストールします。

• Microsoft SQL Server Native Client

• Microsoft Core XML Services (MSXML) 6.0

• Microsoft SQL Server 2008管理オブジェクトコレクション

上記のパッケージは、以下のサービスの少なくとも1つが有効になっているMicrosoft
SharePoint Serverシステムすべてにインストールされている必要があります。

• サーバーの全体管理

• Windows SharePoint Services Webアプリケーション

パッケージはMicrosoft Webサイト(http://www.microsoft.com/downloads/en/default.aspx)
からダウンロードできます。

Microsoft SQL Server 2008用Feature Packを検索してください。

HP Data Protectorのインストールは、以下のドキュメントの説明に従って行ってください。

• Data Protector HP Data Protector Microsoftアプリケーション用インテグレー
ションガイド－SQL Server、SharePoint Portal Server、およびExchange Server
のMicrosoft SharePoint Server 2007/2010 VSSベースソリューションの章

• HPData ProtectorMicrosoftアプリケーション用インテグレーションガイド－SQL
Server、SharePoint Portal Server、およびExchange Server

• HP Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide

このほか、以下のサービスの少なくとも1つが有効になっているMicrosoft SharePoint Server
システムすべてに、Data Protectorユーザーインタフェースコンポーネントがインストー
ルされていることを確認してください。

• サーバーの全体管理

• Windows SharePoint Services Webアプリケーション

インストール28
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図2（29ページ）では、HP Data Protectorコンポーネントが青色、Microsoft SQL Serverの
インストールパッケージが緑色、HP Data Protector Granular Recovery Extensionが赤色
で示されています。

図 2 HP Data Protector Microsoft SharePoint Server VSSベースソリューションを使用
する中規模ファームのインストール(例)

インストール手順については、「HP Data Protectorインストールおよびライセンスガイド」
を参照してください。
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3 構成

ここでは、実行しなければならない構成手順について説明します。この手順に従わなかっ
た場合は、オブジェクトの復旧に失敗することがあります。

復旧Webアプリケーションの構成の確認

手順
1. [サーバーの全体管理]Webページを開き、[アプリケーション管理]タブをクリックしま

す。

2. [アプリケーションセキュリティ]で[認証プロバイダ]をクリックし、[既定]をクリックしま
す。

3. 復旧Webアプリケーションの設定が、サーバーの全体管理アプリケーションのデフォ
ルト設定と同じであることを確認します。

HP Data Protectorのユーザー権限の構成

手順
1. Data Protector GUI ([Data Protector Manager])を開きます。

2. コンテキストリストで[ユーザー]を選択します。
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3. Windows SharePoint Services Timerサービスを実行しているユーザーアカウントに、
Data Protectorの[復元の開始]および[プライベートオブジェクトを表示]の各
ユーザー権限が割り当てられていることを確認します。

図 3 Data Protectorユーザー権限

注記：

[プライベートオブジェクトを表示]のユーザー権限は、アクセスの種類
をプライベートとして、バックアップオブジェクトオーナーを指定して構成され
たバックアップ仕様を作成した場合に有用です。このユーザーアカウントは、
バックアップを実行したアカウントか、[所有権]バックアップオプションで指定
されたアカウントです。このユーザーアカウントがWindows SharePoint
Services Timerサービスを実行しているユーザーアカウントと異なる場合、
[復旧キャッシュ管理]でプライベートバックアップオブジェクトにアクセスする
ことはできません。

Data Protectorバックアップ仕様の構成
• VSSトランスポータブルバックアップを作成する場合は、[複製をインスタントリカバリに
使用する]オプションが選択されていないことを確認します。
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• Data Protectorが[詳細復旧キャッシュ管理]のコンテンツデータベースをバックアップ
しない(つまり、Data Protectorが同じコンテンツデータベースを2回バックアップしな
い)ようにするために、構成に応じて以下の作業を行います。

• 同じMicrosoft SQL ServerインスタンスがMicrosoft SharePoint ServerとHP Data
Protector Granular Recovery Extensionの両方で使用されている場合:

バックアップ仕様を作成するときに、個々のコンテンツデータベースを選択します。
クライアント、Microsoft SQL Serverインスタンス、またはMicrosoft Volume Shadow
Copyライターは選択しません。

HP Data Protector Granular Recoveryで復元されるコンテンツデータベースの名
前はOriginalName_DataProtectorSessionIDです。

図4（33ページ）を参照してください。

図 4 コンテンツデータベースの選択

注記：

個別のコンテンツデータベースが選択されているバックアップ仕様がある場
合は、ファーム管理者が新しいコンテンツデータベースを追加するたびに、新
しく追加されたコンテンツデータベースをバックアップ仕様に含める必要があ
ります。
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• 詳細復旧のために単独のMicrosoft SQL Serverインスタンスが使用されている場
合は、このシステムを[バックアップからのインポート]の手順のインポート先のMi-
crosoft SQL Serverとして指定します。

このシステムがバックアップ仕様から除外されていることを確認してください。

インターネットインフォメーションサービスのアプリケー
ションプールの構成の確認

復旧WebアプリケーションとSharePoint Central Administration v3アプリケーションプール
の両方で、同じMicrosoft SharePoint Serverユーザーアカウントが使用されます。

アイテムをファイルシステムに復旧できるようにするために、これらのアプリケーションプー
ルで指定されているユーザーに十分なパーミッションが付与されていることを確認します。
このユーザーにファイルシステムのフルコントロールが付与されていることを確認してくだ
さい。

復旧WebアプリケーションまたはSharePoint Central Administration (Microsoft Office
SharePoint Server 2007の場合はv3、Microsoft SharePoint Server 2010の場合はv4)アプ
リケーションプールでどのユーザーアカウントが構成されているかを確認するには、次の
手順に従います。

1. Microsoft SharePoint Serverサーバーの全体管理システムに接続します。

2. [スタート]メニューで[コントロールパネル]、[管理ツール]、[インターネットインフォメー
ションサービス(IIS)マネージャー]の順にクリックします。

3. オペレーティングシステムのバージョンによって、以下の手順を実行します。

Windows Server 2008:

a. [アプリケーションプール]ページを開きます。

b. アプリケーションプールを右クリックし、[詳細設定]をクリックします。

c. [プロセスモデル]で、Microsoft SharePoint ServerユーザーアカウントのIDを確
認します。

Windows Server 2003:

a. [アプリケーションプール]を展開します。

b. アプリケーションプールを右クリックし、[プロパティ]をクリックします。

c. [ID]タブをクリックし、[構成可能]オプションを選択して、選択したMicrosoft
SharePoint Serverユーザーアカウントを確認します。
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4 バックアップ

Microsoft SharePoint Serverデータのバックアップは、バックアップソリューションのドキュ
メントの説明に従って行います。

HP Data Protectorのバックアップソリューションの詳細については、以下のドキュメントを
参照してください。

• HP Data Protector Microsoft SharePoint Server VSSベースソリューションのホ
ワイトペーパー

• HPData ProtectorMicrosoftアプリケーション用インテグレーションガイド－SQL
Server、SharePoint Portal Server、およびExchange Server

• HP Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide

注記：

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverは、さまざまなオブジェ
クトを同じ手順で復旧します。復旧手順は、バックアップの種類に関係しません。

留意事項
• 10 GBより大きなコンテンツデータベースは、VSSトランスポータブルバックアップから

復元することをお勧めします。

• disk + tapeへのZDBを使用するVSSトランスポータブルバックアップを構成した場合、
Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverは、ディスクからコンテ
ンツデータベースバージョンを復元用に選択します。このバックアップタイプは、ディ
スク容量が余分に必要ないため、比較的大きなコンテンツデータベースに適してお
り、復元セッションを短い時間で完了できます。
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5 復旧

各サイトのデータは、Microsoft SQL Serverデータベース(コンテンツデータベース)に格
納されています。このため、サイトアイテムを復旧するために以下の基本的な手順に従い
ます。

1. インポート

a. 復元

コンテンツデータベースをバックアップからMicrosoft SQL Serverシステム上の
一時的な保管場所に復元します。

b. マウント

復元したコンテンツデータベース(復旧コンテンツデータベース)をMicrosoft
SharePoint Serverに認識させます。これにより、一時的なサイト(復旧サイト)が
作成されます。

2. 復旧

サイトアイテムを復旧サイトから元のサイトに転送するか、選択した別の場所に転送
します。

3. アンマウント

復旧コンテンツデータベースをMicrosoft SharePoint Serverからアンマウントします。
必要に応じて、コンテンツデータベースをディスクから削除します。

HP Data Protector Granular Recovery Extension GUI
を開く

手順
1. Microsoft SharePoint Serverサーバーの全体管理システムに、Microsoft SharePoint

Serverファームの管理者ユーザーアカウントでログオンします。

2. [サーバーの全体管理]Webページに接続します。

3. Microsoft Office SharePoint Server 2007特有: [操作]タブをクリックします。

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverユーザーガイド 37



4. HP Data Protector Granular Recovery Extensionを探します。

図 5 HP Data Protector Granular Recovery Extensionのリンク
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5. [詳細復旧キャッシュ管理]をクリックします。[復旧キャッシュ管理]ページが表示され
ます。

詳細復旧キャッシュは、どの復旧コンテンツデータベースがMicrosoft SharePoint
Serverに現在マウントされているかを示します。最初は、詳細復旧キャッシュは空で
す。図6（39ページ）を参照してください。

図 6 復旧キャッシュ管理(空の状態)

図7（40ページ）は、コンテンツデータベースがすでにマウントされているときに使用
可能な[復旧キャッシュ管理]の機能を示しています。機能の概要については、表3
（41ページ）を参照してください。
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図 7 コンテンツデータベースがマウントされた状態の復旧キャッシュ管理
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表 3 詳細復旧キャッシュ管理

• ファイルシステムからのインポート

コンテンツデータベースをファイルシス
テムに復元した場合は、[ファイルシス
テムからのインポート]を使用してコン
テンツデータベースをMicrosoft Share-
Point Serverにマウントします。

詳細については、「ファイルシステムか
らのコンテンツデータベースのインポー
ト」（45ページ）を参照してください。

• バックアップからのインポート

コンテンツデータベースをHPDataProtect-
orのバックアップソリューションでバックアッ
プした後で、[バックアップからのインポー
ト]を使用してデータベースを一時的な場
所に復元し、そのデータベースをMicrosoft
SharePoint Serverにマウントします。

詳細については、「バックアップからのコン
テンツデータベースのインポート」（41ペー
ジ）を参照してください。

• 復旧キャッシュから削除

復旧コンテンツデータベースをMi-
crosoft SharePoint Serverからアンマウ
ント(コンテンツデータベースを詳細復
旧キャッシュから削除)し、データベー
スファイルをディスクから削除します。

詳細については、「キャッシュからのコ
ンテンツデータベースの削除」（59ペー
ジ）を参照してください。

• インポートジョブのステータス

これにより、インポートジョブ(バックアップ
またはファイルシステムからのコンテンツ
データベースのインポート処理)のステー
タスを監視することができます。

詳細については、「詳細復旧インポートジョ
ブの監視」（59ページ）を参照してくださ
い。

• オリジナルサイトURL

オリジナルサイトへのリンクです。

• 復旧の開始

これは、復旧コンテンツデータベースに格
納されているオブジェクトを選択して復旧
するために使用します。

これは、元のサイトからサイトコレクション
の管理者も使用可能です([サイトアクショ
ン]→[サイト設定]→[詳細復旧])。

詳細については、「[コンテンツ復旧の実
行]タスクの実行」（48ページ）および「サ
イトアイテムの復旧」（49ページ）を参照し
てください。

• 復旧サイトURL

復旧サイトへのリンクです。

バックアップからのコンテンツデータベースのインポート

前提条件

インポート先のMicrosoft SQL Serverシステム上に、インポートするコンテンツデータベー
スに対して十分なディスクスペースが必要です。

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverユーザーガイド 41



手順
1. [復旧キャッシュ管理]ページで[バックアップからのインポート]をクリックします。[サ

イトコレクション選択]ページが表示されます。復旧するサイトのコンテンツデータベー
スを選択し、[続行]をクリックします。

図 8 [サイトコレクション選択]ページ
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2. [バックアップバージョン選択]ページで、復元するコンテンツデータベースのバージョ
ンを選択し、[続行]をクリックします。

図 9 [バックアップバージョン選択]ページ

3. 以下のように、[コンテンツデータベース復旧]ページが表示されます。

図 10 [コンテンツデータベース復旧]ページ

[SQL Server]ドロップダウンリストで、インポート先のMicrosoft SQL Serverインスタン
スを選択します。新しいパスを指定して、デフォルトの復元場所を変更することが可
能です。デフォルトの復元場所はC:\Restoreです。

注記：

Microsoft SQL Serverがクラスター内で構成されている場合は、復元場所
がMicrosoft SQL Serverのクラスター共有ディスクに存在することを確認し
てください。

[コンテンツデータベースのインポート]をクリックします。
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4. 必要に応じて、ジョブのステータスを監視するために[続行]をクリックします。[詳細復
旧インポートジョブのステータス]ページが以下のように表示されます。

図 11 ジョブのステータスの監視

5. [復旧キャッシュ管理]をクリックして[復旧キャッシュ管理]ページに戻ります。

コンテンツデータベースがMicrosoft SharePoint Serverにマウントされます。

図 12 復旧キャッシュ管理

注記：

コンテンツデータベースがMicrosoft SharePoint Serverにマウントされる
と、[コンテンツ復旧の実行]タスクがサイトコレクションの管理者に割り当てられます。

詳細については、「[コンテンツ復旧の実行]タスクの実行」（48ページ）を参照してくだ
さい。
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ファイルシステムからのコンテンツデータベースのイン
ポート

前提条件
• コンテンツデータベースはファイルシステムに復元する必要があります。

• Windows SharePoint Services Timerサービスを実行しているユーザーアカウントに、
コンテンツデータベースへのフルコントロールのアクセス許可が付与されている必要
があります。

留意事項
• Microsoft SQL Serverデータベースプライマリデータファイル、およびすべてのトラン

ザクションログファイルは、ネットワーク共有からはインポートできません。

• サイトがすでに復旧キャッシュ管理に存在していて、そのサイトに対してファイルシス
テムからのインポートセッションを実行する場合、新しいURLは以下のようになります。

• http://computer.company.com:38000/OriginalNameSequenceNumber

• http://computer.company.com:25884/SequenceNumber

(ルートサイト)

• オリジナルサイトが[復旧キャッシュ管理]に存在しない場合、サイトのURLは変更され
ません。

• ルートサイトが存在しない場合、復元セッション中に[復旧キャッシュ管理]で空の文字
列が使用され、ルートサイトのURLが以下のURLに変更されます。

http://computer.company.com:25884/SequenceNumber

手順
1. [復旧キャッシュ管理]ページで[ファイルシステムからのインポート]をクリックします。
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2. [コンテンツデータベースのデータの入力]ページで、Microsoft SQL Serverデータ
ベースプライマリデータファイルAbsolutePath.mdfおよびすべてのトランザクション
ログファイルAbsolutePath.ldfの場所を指定します。[追加]をクリックします。

[続行]をクリックします。

図 13 コンテンツデータベースのファイルの指定

3. [SQL Server]ドロップダウンリストで、インポート先のMicrosoft SQL Serverインスタン
スを選択します。

図 14 ファイルシステムからのコンテンツデータベースのインポート

コンテンツデータベースの名前とバージョンが自動的に入力されます。このデータ
ベースの名前とバージョンは、必要に応じて変更することができます。

[コンテンツデータベースのインポート]をクリックします。
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4. 必要に応じて、ジョブのステータスを監視するために[続行]をクリックします。

[詳細復旧インポートジョブのステータス]ページが以下のように表示されます。

図 15 ジョブのステータスの監視

5. [復旧キャッシュ管理]をクリックして[復旧キャッシュ管理]ページに戻ります。

コンテンツデータベースがMicrosoft SharePoint Serverにマウントされます。

図 16 復旧キャッシュ管理

注記：

コンテンツデータベースがMicrosoft SharePoint Serverにマウントされると、[コンテン
ツ復旧の実行]タスクがサイトコレクションの管理者に割り当てられます。

詳細については、「[コンテンツ復旧の実行]タスクの実行」（48ページ）を参照してくだ
さい。
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[コンテンツ復旧の実行]タスクの実行

前提条件
• バックアップからのコンテンツデータベースのインポート、（41ページ）またはファイルシ

ステムからのコンテンツデータベースのインポート、（45ページ）に従って、コンテンツ
データベースがMicrosoft SharePoint Serverにマウントされている必要があります。

• 復旧するサイトのサイトコレクションの管理者である必要があります。

図 17 [コンテンツ復旧の実行]タスク
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図 18 [コンテンツ復旧の実行]リンク

手順
1. [コンテンツ復旧の実行]タスクのリンクをクリックします。[オブジェクトのブラウズと選

択]ページが表示されます。

2. 「サイトアイテムの復旧」（49ページ）のステップ2に進みます。

サイトアイテムの復旧

前提条件
• すべてのフロントエンドWebサーバーシステム上に、復旧するサイトアイテムに対して

十分なディスクスペースが必要です。デフォルトの復旧先はC:\Recoveryです。この
デフォルトのパスを変更する場合は、「HP Data Protector Granular Recovery Extension
の設定の変更」（60ページ）を参照してください。

• 復旧するサイトのサイトコレクションの管理者である必要があります。

• 復旧コンテンツデータベースがMicrosoft SharePoint Serverにマウントされている必要
があります。

• 元のサイトが存在しない場合は、空のサイトを作成して、[既存を上書き]復旧モードを
使用します。[復旧キャッシュ管理]で復旧するサイトのファーム管理者である必要が
あります。復旧したサイトにサブサイトがある場合は、クイックリンクとトップナビゲーショ
ンバーがリストの最後に再配置されます。

• サイトのURLパスが260文字以下であることを確認します。
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[存在する場合は名前を変更]復旧モードを使用する場合は、URLパスが255文字未
満であることが必要です。

留意事項
• 復旧するデータが復旧先にすでに存在する場合は、復旧モードに応じて、以下の事

項に留意してください。

• [存在する場合は名前を変更]:ファイル、フォルダ、およびアイテムは、別の名前
(OriginalName_DPGRE_Timestamp)で復旧されます。たとえば、2009年11月17
日10時59分35秒にファイルwizard.txtの復旧を開始したとします。このファイル
の復旧後の名前はwizard_DPGRE_20091117-105935.txtになります。

テンプレート、ドキュメント、およびタスクアイテムは復旧されません。また名前が元
の場所に変更されることもありません。

• [既存を置き換えない]:ファイル、フォルダ、およびアイテムは復旧されません。

• [既存を上書き]:ファイル、フォルダ、およびアイテムは元の名前で復旧され、既存
のファイル、フォルダ、およびアイテムが置き換えられます。たとえば、既存のMi-
crosoft SharePoint Serverアイテム(ドキュメントライブラリ)は、バックアップデータか
らのアイテムによって上書きされます。ただし、リストとサイトだけは上書きされませ
ん。

• 復旧対象のデータが復旧先に存在しない場合、データは元の名前で復旧されます。

• リストアイテム(お知らせ、連絡先、リンク、カレンダー、またはタスク)は、復旧モードに
応じて、別の場所に復旧されるか、他のファームに2回復旧されます。

• [既存を上書き]:リストアイテムは同じ名前と別のIDで複製されます。同じ名前のア
イテムを削除してください。

• [存在する場合は名前を変更]:リストアイテムは、名前の変更がサポートされてい
ない種類であっても、名前が変更されます。

• 添付ファイルや返信のあるディスカッションアイテム、回答のある調査が[既存を上書
き]復旧モードで復旧される場合、アイテムは上書きされますが、添付ファイル、返信、
回答は復旧されません。データの消失を防ぐには、復旧セッションを開始する前に、
添付ファイル、返信、または回答を削除します。

• 復旧対象として同じアイテムを選択している場合を除き、複数の復旧セッションを同
時に実行できます。

• 複数のファーム管理者またはサイトコレクションの管理者が同時にオブジェクトをブラ
ウズできます。
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• ドキュメントのワークフローステータスを復旧するには、復旧先のサイトでテンプレート
および関連付けを作成してください。ワークフローステータスは、他のファームに復旧
できません。

• ワークフロー履歴は復旧できません。
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手順
1. [復旧キャッシュ管理]ページで、復旧するコンテンツデータベースおよびサイトを選

択します。複数のサイトのデータがコンテンツデータベースに含まれていることがあ
るので注意してください。

ヒント：

複数のサイトからアイテムを復旧する場合は、Ctrlキーを押しながら[サイト]
で特定のサイトを複数選択し、[復旧の開始]をクリックします。

また、Shiftキーを押しながら[サイト]で一連のサイトを選択し、[復旧の開始]
をクリックすることも可能です。

図 19 復旧するコンテンツデータベースと複数のサイトの選択

注記：

または、以下の方法で復旧セッションを開始することもできます。

• 元のWebサイトに接続します。[サイトアクション]メニューで、[サイト設定]
を選択します。[サイト設定]ページで、HP Data Protector Granular Re-
covery Extensionを探します。[詳細復旧]をクリックします。

• サイトタスクを実行します。詳細については、「[コンテンツ復旧の実行]タ
スクの実行」（48ページ）を参照してください。
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2. [オブジェクトのブラウズと選択]ページで、復旧するサイトアイテムを選択します。

図 20 サイトアイテムの選択

注記：

どのアイテムも、アイテム名をクリックするとプレビューできます。

ヒント：

一覧表示されているアイテムを複数選択するには、Ctrlキーを押しながら特
定のアイテムを選択します。また、Shiftキーを押しながら一連のアイテムを
選択することもできます。

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverユーザーガイド 53



図 21 高度な検索

ヒント：

高度な検索を使用して、アイテムをフィルタ処理することができます。たとえ
ば、[結果の種類]で[Microsoft Office Wordドキュメント]を選択
し、[プロパティ制限の追加]でプロパティを選択し、[検索]をクリックします。

高度なクイック検索の詳細については、Microsoft SharePoint Serverヘ
ルプを参照してください。

一覧表示されているアイテムを複数選択するには、Ctrlキーを押しながら特
定のアイテムを選択します。また、Shiftキーを押しながら一連のアイテムを
選択することもできます。

[続行]をクリックします。
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3. [復旧オブジェクト]ページに、選択したサイトアイテムが表示されます。

注記：

[復旧モード]ドロップダウンリストには以下のオプションがあります。

• [存在する場合は名前を変更]:ファイルやフォルダなどのアイテムは、新
しい名前(OriginalName_DPGRE_Timestamp)で復旧されます。

• [既存を置き換えない]:アイテムは復旧されません。既存のアイテムは復
旧先で同じ状態のままです。

• [既存を上書き]:既存のアイテムが、復旧したアイテムによって置き換え
られます。

ヒント：

カレンダーの毎週のチームミーティングなど、繰り返されるイベントを復旧す
るときは、[既存を上書き]復旧モードを選択する前に、繰り返されるイベント
をすべて削除してください。

図 22 サイトアイテムの復旧

[一時パス]オプションでは、復旧に使用するMicrosoft SharePoint Serverシステム上
の場所を指定します。
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注記：

[復元先]ドロップダウンリストでは、復旧先を以下のように指定します。

• [元の場所]:アイテムは元のサイトの元の場所に復旧されます。

• [他の場所]:アイテムは、他のサイト、または元のサイトの他の場所に復
旧されます。これは、元のサイトが消失してしまっている場合に使用しま
す。

• [他のファーム]:アイテムは、別の復旧先ファームに復旧されます。

• [ファイルシステム]:アイテムは、ファイルシステムのディレクトリに復旧さ
れます。このオプションはファイルおよびフォルダに対してのみ使用でき
ます。
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• [他の場所]を選択した場合は、[他の場所へ復旧]ダイアログボックスが表示され
ます。

図 23 別の場所へのサイトアイテムの復旧

[サイト]ドロップダウンリストで復旧先サイトを選択します。

[同じ種類のすべてのアイテムに適用]オプションを選択した場合は、同じ種類の
アイテム(カレンダーアイテムなど)が同じ場所に復旧されます。

[OK]をクリックします。

ヒント：

[他の場所へ復旧]ダイアログボックスには、サイトのうち、十分なパーミッショ
ンを保有しているサイトが一覧表示されます。たとえば、サイトコレクションの
管理者の場合、構成データベースの読み取り権限が付与されている必要が
あります。

• [他のファーム]を選択した場合は、[他のファームへ復旧]ダイアログボックスが表
示されます。

図 24 別のファームへのサイトアイテムの復旧

復旧先のファームと、使用するWindowsドメインのユーザーアカウントを指定しま
す。

[同じ種類のすべてのアイテムに適用]オプションを選択した場合は、同じ種類の
アイテム(カレンダーアイテムなど)が同じファームに復旧されます。

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverユーザーガイド 57



[接続]をクリックします。

• [ファイルシステム]を選択した場合は、[ファイルシステムへ復旧]ダイアログボッ
クスが表示されます。

図 25 ネットワーク共有へのサイトアイテムの復旧

[パス]で復旧先ディレクトリを指定します。

ネットワーク共有を復旧先として指定するときは、以下の条件を満たしている必
要があります。

• 復旧セッションを開始するユーザーに、読み取り、書き込み、および変更パー
ミッションが付与されている。

• 必要なすべてのパーミッションがネットワーク共有に付与されている。Web
Recovery ApplicationおよびSharePoint Central Administration v3アプリケー
ションプールで構成されているユーザーアカウントに指定されているものと同
じパーミッションを付与してください。詳細については、「インターネットイン
フォメーションサービスのアプリケーションプールの構成の確認」（34ページ）
を参照してください。

• 復旧セッションを開始した、Windows SharePoint Services Webアプリケーショ
ンが実行されているシステムから、そのネットワーク共有にアクセスできる。

復旧先としてフォルダを指定するときは、以下の条件を満たしている必要があり
ます。

• Windows SharePoint Services Webアプリケーションが実行されているシステ
ムから、そのフォルダにアクセスできる。

• 復旧セッションを開始するユーザーに、読み取り、書き込み、および変更パー
ミッションが付与されている。

[すべてのファイルとフォルダに適用]オプションを選択した場合は、すべてファイル
とフォルダが同じディレクトリに復旧されます。

[OK]をクリックします。

4. [復旧の開始]をクリックします。

復旧が完了すると、指定した復旧先にアイテムが復旧されます。
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キャッシュからのコンテンツデータベースの削除

手順

コンテンツデータベースは3週間使用できます。その後は、キャッシュから自動的に削除
されます。コンテンツデータベースを復旧キャッシュから手動で削除するには、以下の手
順を実行します。

1. [復旧キャッシュ管理]ページで、削除するコンテンツデータベースを選択し、[復旧
キャッシュから削除]をクリックします。[復旧キャッシュから削除]ページが表示されま
す。

2. コンテンツデータベースのファイルをディスクに残しておくには、[ディスクからファイ
ルを削除]オプションをオフにします。

[削除]をクリックします。

図 26 コンテンツデータベースの削除

詳細復旧インポートジョブの監視

手順
1. [サーバーの全体管理]Webページに接続します。

2. Microsoft Office SharePoint Server 2007特有: [操作]タブをクリックします。
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3. HP Data Protector Granular Recovery Extensionを探して、[詳細復旧ジョブのス
テータス]をクリックします。[詳細復旧インポートジョブ]ページが表示されます。

4. コンテンツデータベースのインポートセッションを開始すると、HP Data Protector
Granular Recovery Extensionでインポートジョブの進行状況の監視が開始されます。

図 27 インポートジョブの進行状況の監視

必要に応じて、復旧ジョブの完了後にジョブステータスが不要になった場合は[履歴
のクリア]をクリックします。

進行中の操作を停止するには、[中止]をクリックします。

HP Data Protector Granular Recovery Extensionの設
定の変更

詳細復旧セッションでは、選択したMicrosoft SQL Serverシステムの一時的な場所(デフォ
ルトではC:\Restore)に、まずコンテンツデータベースが復旧されます。
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サイトアイテムは、復旧される前にMicrosoft SharePoint Serverシステム上の一時的な場
所(デフォルトではC:\Recovery)にコピーされます。

手順
1. これらのデフォルトの場所を変更するには、[サーバーの全体管理]Webページに接

続します。

2. Microsoft Office SharePoint Server 2007特有: [操作]タブをクリックします。

HP Data Protector Granular Recovery Extensionを探して、[詳細復旧設定]をクリッ
クします。

3. [詳細復旧設定]ページで、新しい復旧場所または一時復旧場所を入力し、[OK]を
クリックします。

図 28 詳細復旧設定の変更
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6 コマンド行リファレンス

使用するコマンド行ツールHP.SharePoint.GranularRecovery.CLI.exeは、以下の場所
にあります。

Microsoft Office SharePoint Server 2007:

C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\12\
BIN

Microsoft SharePoint Server 2010:

C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\14\
BIN

オプションの説明と使用方法を表示するには、以下のコマンドを実行します。

HP.SharePoint.GranularRecovery.CLI.exe --help.
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図 29 コマンド行ヘルプの表示

注記：

以下の例では、簡単にするためにHP.SharePoint.GranularRecovery.CLI.exeが
省略されています。

例

Data Protectorバックアップからのコンテンツデータベースの復元
• WSS_Content_054a5bfa-f23c-49b8-8f78-e0b3ce00b193という名前のコンテンツデー

タベースのバックアップバージョンをすべて一覧表示するには、以下のように指定し
ます。

--ListBackupVersions --ContentDB=WSS_Content_054a5bfa-f23c-49b8-8f78-
e0b3ce00b193

ジョブの進行状況の監視
• 開始されたコンテンツデータベースのジョブをすべて一覧表示するには、以下のよう

に指定します。

--ListJobs
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• バックアップバージョン「2010/04/20-4」からデフォルトの復元場所C:\Restoreにコン
テンツデータベースをインポートして復元ジョブを開始するには、以下のように指定し
ます。

--StartImportJob

--ContentDB WSS_Content_054a5bfa-f23c-49b8-8f78-e0b3ce00b193

--BackupID "2010/04/20-4" ––Server computer

––Instance OFFICESERVERS --TargetLocation C:\Restore

• Microsoft SharePoint Serverのファイルシステムからデフォルトの復元場所C:\Restore
にコンテンツデータベースをインポートして復元ジョブを開始するとします。

Microsoft SQL ServerデータベースプライマリデータファイルがWSS_Content_054a5bfa-
f23c-49b8-8f78-e0b3ce00b193.mdfで、SQL Serverトランザクションログファイルが
WSS_Content054a5bfa-f23c-49b8-8f78-e0b3ce00b193_log.LDFである場合は、以
下のように指定します。

--StartImportJob

--ContentDB WSS_Content_054a5bfa-f23c-49b8-8f78-e0b3ce00b193

--BackupID "2010/04/20-4" ––Server computer

––Instance OFFICESERVERS

––Files="C:\Restore\WSS_Content_054a5bfa-f23c-49b8-8f78-e0b3ce

00b193.mdf";"C:\Restore\WSS_Content054a5bfa-f23c-49b8-8f78-e0b

3ce00b193_log.LDF"

--TargetLocation C:\Restore

復元先のディスク容量の確認
• デフォルトの復元先C:\Restoreの空き容量を確認するには、以下のように指定しま

す。

--QueryServerInfo --Server computer --Instance OFFICESERVERS --Target-
Location C:\Restore

この場合、コンテンツデータベースのすべてのファイルの場所がツリー構造で一覧表
示されます。

コンテンツデータベースの一覧表示
• バックアップバージョンを含め、復旧キャッシュのすべてのコンテンツデータベースを

一覧表示するには、以下のように指定します。

--ListCache --All

• コンテンツデータベースの詳細情報を一覧表示するには、以下のように指定します。
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--ListCache --Verbose

復元ジョブの削除
• 復元ジョブのステータスをすべて削除するには、以下のように指定します。

--DeleteAllJobs Confirm

• 特定の復元ジョブを削除するには、以下のように指定します。

--DeleteJob=JobID

• アクティブでない復元ジョブをすべて中止するには、以下のように指定します。

--DeleteJob=JobID

オリジナルサイトへのサイトアイテムの復旧
• サイトhttp://computer.company.com:25884/sites/AnikyBからバックアップされた

サイトアイテム/Shared Documents/Document.txtを復旧するとします。また、復旧サ
イトはhttp://computer.company.com:38000/sites/AnikyBであるとします。サイト
アイテムを元の場所に復旧するには、以下のように指定します。

--Recover

--Source http://computer.company.com:38000/sites/AnikyB

--Destination http://computer.company.com:25884/sites/AnikyB

--TempLocation="C:\Recovery"

--Items "/Shared Documents/Document.txt"

復旧セッションが完了すると、以下のメッセージが表示されます。

recovery ended, object status:object:[/Shared Documents/Document.txt] destination:
[/Shared Documents/Document_MOSSGR_24032010-024302.txt]
status:Finished status details:[recovered to
[http://computer.company.com:25884/sites/AnikyB//Shared Documents]]

別の場所へのサイトアイテムの復旧
• サイトアイテム"/Shared Documents/Document.txt"をMy Documentsに復旧するに

は、以下のように指定します。

--Recover

--Source http://computer.company.com:38000/sites/AnikyB

--Destination http://computer.company.com:25884/sites/AnikyB

--TempLocation="C:\Recovery"

--Items "/Shared Documents/Document.txt:/My Documents"
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キャッシュからのコンテンツデータベースの削除
• キャッシュからデータベースを削除するには、以下のように指定します。

--RemoveFromCache --ContentDB DatabaseName--BackupIDBackupID

• キャッシュからコンテンツデータベースをすべて削除するには、以下のように指定しま
す。

--RemoveFromCache ––All

ディスクからのコンテンツデータベースの削除
• あるコンテンツデータベースをキャッシュから削除した後、それをディスクから削除す

るには、以下のように指定します。

--RemoveFromCache --ContentDB DatabaseName -–DeleteFiles

コンテンツデータベースの自動削除の設定
• コンテンツデータベースがキャッシュから削除され使用できなくなるまでの時間(日数)

を表示するには、以下のように指定します。

--GetOption RecoveryDatabaseAutoCleanupDays

• コンテンツデータベースがキャッシュから自動的に削除され使用できなくなるまでの
時間を設定するには、以下のように指定します。

--SetOption RecoveryDatabaseAutoCleanupDays --Value number_of_days

コンテンツデータベースからのアイテムのエクスポート
• あるアイテムをコンテンツデータベースからエクスポートするには、以下のように指定

します。

--Export --Source source --Location path

--Item item

• 複数のアイテムをコンテンツデータベースからエクスポートするには、以下のように指
定します。

--Export --Source source --Location path

--Items item1 item2 item3
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注記：

ワークフローはエクスポートできません。

エクスポートするアイテムの一覧表示
• エクスポートするアイテムを一覧表示するには、以下のように指定します。

--ListExport --Location

コンテンツデータベースからのアイテムのインポート
• あるアイテムをコンテンツデータベースからインポートするには、以下のように指定し

ます。

--Import --Destination destination --Location path

--Item item

• 複数のアイテムをコンテンツデータベースからインポートするには、以下のように指定
します。

--Import --Destination destination --Location path

--Items item1 item2 item3

注記：

ワークフローはインポートできません。

Microsoft SharePointファームの情報の表示
• ファームの詳細情報(名前、表示名、アドレス、タイプ名、ロール、バージョン、ステー

タス、そのファームで実行されているすべてのサービスなど)を表示するには、以下の
ように指定します。

--FarmInfo

コンテンツデータベースの情報の表示
• コンテンツデータベースの情報(Office Servers、Shared Services、SharePoint構成、

SharePoint Services Search、復旧Webアプリケーション、Shared Services Content、
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SharePoint Admin Content、コンテンツデータベース名など)を表示するには、以下の
ように指定します。

--DatabaseInfo

サイトの一覧の表示
• Webアプリケーション名、サイトのURL、コンテンツデータベース名、そのコンテンツ

データベースのすべてのサイトを表示するには、以下のように指定します。

--ListSites

サイトの参照
• マイサイトの構造およびアイテム(フォーム、リスト、テンプレートギャラリー、マスター

ページギャラリー、個人用ドキュメント、共有ドキュメント、共有画像、サイトテンプレー
トギャラリー、ユーザー情報リスト、Webパーツギャラリーなど)を参照するには、以下の
ように指定します。

--BrowseSite --Site http://ivanka/personal/anikyb

詳細復旧のバージョンの表示
• 詳細復旧のバージョンを表示するには、以下のように指定します。

--Version
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7 トラブルシューティング

デバッグエントリおよびログを含むフォルダは、次のフォルダにあります。

• Microsoft Office SharePoint Server 2007:

C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\
12\LOGS\GranularRecovery

• Microsoft SharePoint Server 2010:

C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\
14\LOGS\GranularRecovery

このフォルダには、debugs.txt、debugs_cliproxy.txt、note.txt、および
note_cliproxy.txtファイルがあります。フォルダの場所は、Microsoft SharePoint Server
のインストール先により異なる場合があります。

インポートジョブが失敗する

問題

[バックアップからのインポート]を実行した後、復元中フェーズでの失敗ステータスが[詳
細復旧インポートジョブのステータス]で報告されます。
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図 30 不十分なユーザー権限での復元の失敗

対処方法

Windows SharePoint Services Timerサービスを実行しているユーザーアカウントに、Data
Protectorの[復元の開始]および[プライベートオブジェクトを表示]の各ユーザー
権限が割り当てられていることを確認します。たとえば、Windows SharePoint Services
Timerサービスがネットワークサービスアカウントで実行されている場合は、次の手順
に従います。

1. Data Protector GUI ([Data Protector Manager])を開きます。

2. コンテキストリストで[ユーザー]を選択します。[復元の開始]および[プライベート
オブジェクトを表示]ユーザー権限を持つユーザーグループを右クリックし、[ユー
ザーの追加/削除]をクリックします。

[ネットワークサービス]ユーザーアカウントは以下のプロパティで構成されてい
るはずです。

• 名前:ネットワークサービス

• ドメイン/グループ:NT Authority

• クライアントシステム:任意

詳細については、「HP Data Protectorのユーザー権限の構成」（31ページ）を参照
してください。
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復旧セッションが失敗する

問題

オリジナルのWebサイトに接続して復旧セッションを開始した場合に、以下のメッセージが
表示されます。

このサイトhttp://computer:25884/sites/User!に使用できる復旧はありません。
詳細については、詳細復旧管理者に問い合わせてください!

対処方法

この問題の根本的な原因は、コンテンツデータベースがキャッシュ内に存在しないことで
す。インポートジョブを実行してください。

マイサイトから詳細復旧キャッシュ管理リンクにアクセス
できない

問題

新しいサイトコレクション、新しいWebアプリケーションを作成し、新しいサイトコレクション
をバックアップした後、マイサイトで[サイトアクション]→[サイト設定]→[詳細復旧]の順に
選択すると、マイサイトから詳細復旧キャッシュ管理リンクにアクセスできません。以下の
メッセージが表示されます。

サイトの"App_GlobalResources"フォルダにGRリソースファイルが見つかりませ
ん。

対処方法

[サーバーの全体管理]を開きます。

• Microsoft Office SharePoint Server 2007:

[操作]タブの[グローバル構成]で[ファーム機能の管理]を選択します。

• Microsoft SharePoint Server 2010:

[システム設定]で[ファーム機能の管理]を選択します。
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[HP Data Protector Granular Recovery Extension]の[非アクティブ化]をクリックします。
[警告]ページが表示されます。この機能を非アクティブ化するリンクをクリックし、[ファー
ム機能の管理]に戻って[HP Data Protector Granular Recovery Extension]の[アクティブ
化]をクリックします。

図 31 [ファーム機能の管理]でのHP Data Protector Granular Recovery Extensionの非
アクティブ化

マイサイトから詳細復旧キャッシュ管理リンクにアクセス
できない

問題

新しいサイトコレクション、新しいWebアプリケーションを作成し、新しいサイトコレクション
をバックアップした後、[バックアップからのインポート]の手順を実行してから、マイサイト
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で[サイトアクション]→[サイト設定]→[詳細復旧]の順に選択すると、マイサイトから詳細
復旧キャッシュ管理リンクにアクセスできません。「アクセスが拒否されました」という
メッセージが表示されます。また、以下のデバッグエントリが表示されます。

[6 - Fatal] FATALデバッグ - Recovery.aspx:OnPreInit:- 例外:スレッドを中
止しようとしました。

対処方法

アプリケーションプールのすべてのユーザーには、復旧Webアプリケーションでの読み取
りパーミッションが付与されている必要があります。アプリケーションプールのユーザーア
カウントに読み取りパーミッションを付与するには、次の手順に従います。

1. Microsoft SharePoint Serverサーバーの全体管理システムに接続します。

• Microsoft Office SharePoint Server 2007:

[アプリケーション管理]をクリックし、[アプリケーションセキュリティ]の[Webアプリ
ケーションのポリシー]をクリックします。

• Microsoft SharePoint Server 2010:

[アプリケーション管理]で、[Webアプリケーションの管理]→[Webアプリケーショ
ンの復旧]を選択し、[ユーザーポリシー]をクリックします。[Webアプリケーション
のポリシー]が表示されます。

2. ユーザーを選択し、[選択したユーザーの権限を編集]をクリックします。[ユーザーの
編集]ページが表示されます。[アクセス許可ポリシーレベル]で、[すべて読み取り -
すべてに読み取り専用のアクセス権を持ちます。]オプションを選択し、[保存]ボタン
をクリックします。
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図 32 [すべて読み取り]権限の付与

コマンドラインインタフェースの応答が遅い

問題

HP Data Protector Granular Recovery Extensionのコマンド行インタフェースの応答が遅
いのに気付くことがあります。たとえば、HP.Sharepoint.GranularRecovery.CLI.exe
--helpというコマンドを実行すると、使用方法が表示されるのに10秒から数分かかります。
この問題の根本的な原因は、HP Data Protector Granular Recovery Extensionの署名の
検証が完了するのに時間が相当かかることがあるためです。
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対処方法

HP Data Protector Granular Recovery Extensionの署名の検証を無効にするために、
Microsoft SharePoint ServerのBINフォルダでcliproxy.exeファイルと
HP.Sharepoint.GranularRecovery.CLI.exeファイルを探します。BINフォルダのパス
は、デフォルトでは次のとおりです。

Microsoft Office SharePoint Server 2007:

C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\12\
BIN

Microsoft SharePoint Server 2010:

C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\14\
BIN

BINフォルダで、以下の内容が入力された構成ファイルcliproxy.exe.configおよび
HP.Sharepoint.GranularRecovery.CLI.exe.configを作成します。

グラフィカルユーザーインタフェースの応答が遅い

問題

HP Data Protector Granular Recovery ExtensionのGUIの応答が遅いのに気付くことが
あります。たとえば、バックアップまたはファイルシステムからコンテンツデータベースをイ
ンポートするときにこの現象が発生することがあります。この場合、インポートジョブがタイ
ムアウトになって失敗することがあります。この問題の根本的な原因は、HP Data Protector
Granular Recovery Extensionの署名の検証が完了するのにかかる時間が長すぎることが
あるためです。

対処方法

HP Data Protector Granular Recovery Extensionの署名の検証を無効にするために、
Microsoft SharePoint ServerのBINフォルダでcliproxy.exeファイルと
HP.Sharepoint.GranularRecovery.CLI.exeファイルを探します。BINフォルダのパス
は、デフォルトでは次のとおりです。

Microsoft Office SharePoint Server 2007:

C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\12\
BIN
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Microsoft SharePoint Server 2010:

C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\14\
BIN

BINフォルダで、以下の内容が入力された構成ファイルcliproxy.exe.configおよび
HP.Sharepoint.GranularRecovery.CLI.exe.configを作成します。

Data Protectorサービスが実行されていない

問題

ファイルシステムセッションからインポートを実行したときに、以下のメッセージが表示され
ます。必要なData Protectorサービスが実行されていません。

対処方法
1. [コントロールパネル]を開いて、[管理ツール]→[サービス]の順にダブルクリックしま

す。

Data Protectorサービスを探して、その無効になっているサービスを右クリックし、[開
始]をクリックして有効にします。

2. [バックアップバージョン選択]ページで、[戻る]をクリックしてセッションを終了します。

[復元中 - マウント要求を保留]ステータス

問題

バックアップセッションからのインポートを実行したときに、[詳細復旧インポートジョブのス
テータス]ページに[復元中 - マウント要求を保留]ステータスが表示されます。

対処方法
1. Data Protector GUI (Data Protector Manager)を開きます。

2. [モニター]コンテキストで、マウント要求の有無を確認します。マウント要求を確認し、
バックアップセッションを再起動します。

3. バックアップセッションが終了したら、バックアップセッションからのインポートを再度
実行します。
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サブフォルダが元の場所に復旧されない

問題

Microsoft SharePoint Server 2010システムで、サブフォルダがあるフォルダを復旧すると
きに、親フォルダは復旧されますが、サブフォルダが復旧されません。

対処方法

ユーザーがフォルダを削除すると、Microsoft SharePoint Serverは、そのフォルダをサイト
コレクションのごみ箱に入れます。フォルダとそのサブフォルダを元の場所に復旧するに
は、Granular Recovery Extensionを使用して次の手順を実行します。

1. サイトコレクションのごみ箱で、フォルダを選択して、[選択内容を削除]をクリックしま
す。

2. フォルダの復旧セッションを再度実行します。

Granular Recovery Extensionのアップグレードに失敗す
る

問題

Microsoft Office SharePoint Server 2007からMicrosoft SharePoint Server 2010にアップ
グレードした後で、Granular Recovery Extension 1.00からHP Data Protector Granular
Recovery Extensionにアップグレードしようとすると、アップグレードに失敗し、以下のメッ
セージが表示されます。

同じ名前 "moss_gr-1.1.5037.1353.wsp" または ID
"67f59f7b-5744-4f8f-98ea-94ea50a3db d3" を持つソリューションが既にソリュー
ション ストアに存在します。MOSS_GRE_2010.wsp:ソリューションのインストー
ルが失敗しました。

"MOSS_GRE_2010.wsp"はソリューションストアに存在しません。完了しました。

対処方法

Microsoft Office SharePoint Server 2007からMicrosoft SharePoint Server 2010にアップ
グレードする前に、Granular Recovery Extension 1.00を削除します。その後に、Microsoft
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SharePoint Server 2010にアップグレードしてから、Granular Recovery Extensionコンポー
ネントをインストールしてください。

Granular Recovery Extensionコンポーネントのインストー
ルに失敗する

問題

Granular Recovery Extensionコンポーネントを有効にした状態で、HP Data Protectorの
インストールが失敗します。

対処方法

HP Data Protectorの標準インストール手順を使用せずに、HP Data Protector Granular
Recovery Extensionを手動でインストールするには、以下の手順を実行します。

1. Microsoft SharePoint Serverサーバーの全体管理システムに、Microsoft SharePoint
Serverファームの管理者ユーザーアカウントでログオンします。

2. [スタート]メニューで、[コマンドプロンプト]を右クリックし、[管理者として実行]を選択
します。

3. 現在のディレクトリを、製品のインストールプロセス中に自己解凍アーカイブから抽
出されたファイルがあるData_Protector_home\binディレクトリに変更します。

4. grm_installを実行して、HP Data Protector Granular Recovery Extensionソリュー
ションをインストールします。インストールが完了したら、次のメッセージが[コマンドプ
ロンプト]ウィンドウに表示されます。

完了しました。

Granular Recovery Extensionの削除に失敗する

問題

HP Data Protectorを削除しても、HP Data Protector Granular Recovery Extensionが削
除されません。
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対処方法

HP Data Protectorの標準的な削除手順を使用せずに、HP Data Protector Granular
Recovery Extensionを手動で削除するには、以下の手順を実行します。

1. Microsoft SharePoint Serverサーバーの全体管理システムに、Microsoft SharePoint
Serverファームの管理者ユーザーアカウントでログオンします。

2. [スタート]メニューで、[コマンドプロンプト]を右クリックし、[管理者として実行]を選択
します。

3. 現在のディレクトリを、製品のインストールプロセス中に自己解凍アーカイブから抽
出されたファイルがある\binディレクトリに変更します。

4. grm_uninstallを実行して、HP Data Protector Granular Recovery Extensionソリュー
ションを削除します。削除処理が完了したら、次のメッセージが[コマンドプロンプト]
ウィンドウに表示されます。

完了しました。
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用語集

ACSLS (StorageTek固有の用語)AutomatedCartridge System Library
Server の略語。ACS(Automated Cartridge System:自動カートリッ
ジシステム)を管理するソフトウェア。

Active Directory (Windows固有の用語)Windowsネットワークで使用されるディレク
トリサービス。ネットワーク上のリソースに関する情報を格納し、ユー
ザーやアプリケーションからアクセスできるように維持します。この
ディレクトリサービスでは、サービスが実際に稼動している物理シス
テムの違いに関係なく、リソースに対する名前や説明の付加、検
索、アクセス、および管理を一貫した方法で実行できます。

AES 256–ビット暗
号化

256ビット長のランダムキーを使用するAES-CTR(Advanced
Encryption Standard inCounter Mode)暗号化アルゴリズムを基に
したData Protectorソフトウェア暗号化。暗号化と復号化の両方で
同じキーが使用されます。データはネットワークを介して転送され
る前およびメディアに書き込まれる前に、AES256ビット暗号化機能
によって暗号化されます。

AML (ADIC/GRAU固有の用語)AutomatedMixed-Media library(自
動混合メディアライブラリ)の略。

AMU (ADIC/GRAU固有の用語)Archive ManagementUnit(アーカイ
ブ管理単位)の略。

ASRセット フロッピーディスク上に保存されたファイルのコレクション。交換用
ディスクの適切な再構成(ディスクパーティション化と論理ボリューム
の構成)およびフルクライアントバックアップでバックアップされたオ
リジナルシステム構成とユーザーデータの自動復旧に必要となりま
す。これらのファイルは、バックアップメディア上に保存されると共
に、CellManager上のASRアーカイブファイルとしてディレクトリ
Data_Protector_program_data\Config\Server\dr\
asr(WindowsServer 2008の場合)、Data_Protector_home\Config\
Server\dr\asr(他のWindowsシステム)、または/etc/opt/omni/
server/dr/asr/(UNIXシステムの場合)に保存されます。障害発
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生後、ASRアーカイブファイルは、ASRを実行する必要があるフロッ
ピーディスクに展開されます。

Automatic Storage
Management

(Oracle固有の用語)自動ストレージ管理は、Oracleデータベー
スファイルを管理するOracle10g/11g統合型ファイルシステムおよ
びボリュームマネージャです。データとディスクの管理の複雑さを
解消するとともに、ストライプ化とミラー化によってパフォーマンスの
最適化も行います。

BACKINT (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアッププログラムが、オー
プンインタフェースへの呼び出しを通じてDataProtector backintイ
ンタフェースソフトウェアを呼び出し、Data Protectorソフトウェアと
通信できるようにします。バックアップ時および復元時には、SAPR/3
プログラムがData Protectorbackintインタフェースを通じてコマンド
を発行します。

BC EVA (HP StorageWorks EVA固有の用語)BusinessCopy EVAは、
ローカル複製ソフトウェアソリューションです。EVAファームウェアの
スナップショット機能とクローン機能を使用して、ソースボリュームの
ポイントインタイムコピー(複製)を作成できます。
「複製、ソースボリューム、スナップショット、およびCA+BC EVA 」を
参照。

BC Process (EMC Symmetrix固有の用語)保護されたストレージ環境のソ
リューション。特別に構成されたEMCSymmetrixデバイスを、EMC
Symmetrix標準デバイス上でデータを保護するために、ミラーとし
て、つまりBusinessContinuance Volumesとして規定します。
「BCV」を参照。

BC VA (HP StorageWorks Virtual Array固有の用語)BusinessCopy
VAの略。BC VAを使うと、HP StorageWorks Virtual Array LUNの
内部コピーを同じ仮想アレイにデータバックアップやデータ複製な
どの目的で維持できます。コピー(子またはBusinessCopy LUN)は、
バックアップやデータ解析、開発などさまざまな目的に使用できま
す。バックアップ目的で使用されるときは、元(親)のLUNはアプリ
ケーションシステムに接続され、BusinessCopy(子)LUNはバックアッ
プシステムに接続されます。
「HPStorageWorks Virtual Array LUN、アプリケーションシステム、
およびバックアップシステム」を参照。

BC (EMC Symmetrix固有の用語)BusinessContinuanceの略。BC
は、EMC Symmetrix標準デバイスのインスタントコピーに対するア
クセスおよび管理を可能にするプロセスです。
「BCV」を参照。
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BC (HP StorageWorksディスクアレイXP固有の用語)BusinessCopy
の略。BC XPを使うと、HP StorageWorks Disk Array XP LDEVの
内部コピーをデータバックアップやデータ複製などの目的で維持
できます。これらのコピー(セカンダリボリュームまたはS-VOL)は、
プライマリボリューム(P-VOL)から分離して、バックアップや開発な
どの用途に応じた別のシステムに接続することができます。バック
アップ目的の場合、P-VOLをアプリケーションシステムに接続し、
S-VOLミラーセットのいずれかをバックアップシステムに接続する
必要があります。
「HPStorageWorks Disk Array XP LDEV、CA、Main Control Unit、
アプリケーションシステム、およびバックアップシステム」を参照。

BCV (EMC Symmetrix固有の用語)BusinessContinuance Volumesの
略。BCVデバイスはICDA内であらかじめ構成された専用のSLDで
す。ビジネスの継続運用を可能にするために使用されます。BCV
デバイスには、これらのデバイスによりミラー化されるSLDのアドレ
スとは異なる、個別のSCSIアドレスが割り当てられます。BCVデバ
イスは、保護を必要とする一次EMCSymmetrix SLDの分割可能な
ミラーとして使用されます。
「BCおよびBC Process」を参照。

BRARCHIVE (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアップツールの1つ。アー
カイブREDOログファイルをバックアップできます。BRARCHIVEで
は、アーカイブプロセスのすべてのログとプロファイルも保存されま
す。
「BRBACKUPおよびBRRESTORE」を参照。

BRBACKUP (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアップツールの1つ。制御
ファイル、個々のデータファイル、またはすべての表領域をオンラ
インでもオフラインでもバックアップできます。また、必要に応じて、
オンラインREDOログファイルをバックアップすることもできます。
「BRARCHIVEおよびBRRESTORE」を参照。

BRRESTORE (SAP R/3固有の用語)SAP R/3のツール。以下の種類のファイ
ルを復元するために使います。

• BRBACKUPで保存されたデータベースデータファイル、制御
ファイル、オンラインREDOログファイル

• BRARCHIVEでアーカイブされたREDOログファイル

• BRBACKUPで保存された非データベースファイル

ファイル、表領域、バックアップ全体、REDOログファイルのログシー
ケンス番号、またはバックアップのセッションIDを指定することがで
きます。
「BRBACKUPおよびBRARCHIVE」を参照。
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BSM Data Protector Backup Session Managerの略。バックアップセッショ
ンを制御します。このプロセスは、常にCellManagerシステム上で稼
動します。

CA+BC EVA (HP StorageWorks EVA固有の用語)ContinuousAccess (CA)
EVAとBusiness Copy (BC) EVAを併用すると、リモートEVA上に
ソースボリュームのコピー(複製)を作成して保持でき、その後、これ
らのコピーをそのリモートアレイ上でローカル複製のソースとして使
用できます。
「BC EVA、複製、およびソースボリューム」を参照。

CA (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語)ContinuousAccess XPの略。CAでは、データ複製、バックアッ
プ、およびディザスタリカバリなどの目的でHP StorageWorks
DiskArray XP LDEVのリモートコピーを作成および維持できます。
CAを使用するには、メイン(プライマリ)ディスクアレイとリモート(セカ
ンダリ)ディスクアレイが必要です。オリジナルのデータを格納し、ア
プリケーションシステムに接続されているCAプライマリボリューム
(P-VOL)が、メインディスクアレイに格納されます。リモートディスク
アレイには、バックアップシステムに接続されているCAセカンダリボ
リューム(S-VOL)が格納されます。
「BC(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)、Main
Control UnitおよびHP StorageWorks DiskArray XP LDEV」を参
照。

CAP (StorageTek固有の用語)CartridgeAccess Portの略。ライブラリ
のドアパネルに組み込まれたポートです。メディアの出し入れに使
用されます。

CDB Catalog Database(カタログデータベース)の略。CDBはIDBの一部
で、バックアップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト集約、オ
ブジェクト検証、メディア管理の各セッションに関する情報が格納さ
れます。選択したロギングレベルによっては、ファイル名とファイル
バージョンも格納されます。CDBは、常にセルに対してローカルと
なります。
「MMDB」を参照。

CDFファイル (UNIX固有の用語)Context DependentFile(コンテキスト依存ファ
イル)の略。CDFファイルは、同じパス名でグループ化された複数
のファイルからなるファイルです。通常、プロセスのコンテキストに
基づいて、これらのファイルのいずれかがシステムによって選択さ
れます。このメカニズムにより、クラスター内のすべてホストから同じ
パス名を使って、マシンに依存する実行可能ファイル、システム
データ、およびデバイスファイルを正しく動作させることができます。
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Cell Manager セル内のメインシステム。Data Protectorの運用に不可欠なソフト
ウェアがインストールされ、すべてのバックアップおよび復元作業
がここから管理されます。管理タスク用のGUIは、異なるシステムに
インストールできます。各セルにはCellManagerシステムが1つあり
ます。

Change Journal (Windows固有の用語)ローカルNTFSボリューム上のファイルや
ディレクトリへの変更が発生するたび、それに関するレコードをログ
に記録するWindowsファイルシステム機能。

Change Log
Provider

(Windows固有の用語)ファイルシステム上のどのオブジェクトが
作成、変更、または削除されたかを判断するために照会できるモ
ジュール。

CMMDB(Centralized
Media Management

「CMMDB」を参照。

Database:集中型メ
ディア管理データ
ベース)

CMMDB Data ProtectorのCMMDB(Centralized Media Management
Database:メディア集中管理データベース)は、MoMセル内で、複数
セルのMMDBをマージすることにより生成されます。この機能を使
用することで、MoM環境内の複数のセルの間でハイエンドデバイ
スやメディアを共有することが可能になります。いずれかのセルか
らロボティクスを使用して、他のセルに接続されているデバイスを制
御することもできます。CMMDBはManager-of-Manager上に置く必
要があります。MoMセルとその他のDataProtectorセルの間には、
できるだけ信頼性の高いネットワーク接続を用意してください。
「MoM」を参照。

COM+クラス登録
データベース

(Windows固有の用語)COM+クラス登録データベースとWindows
レジストリには、アプリケーションの属性、クラスの属性、およびコン
ピュータレベルの属性が格納されます。これにより、これらの属性
間の整合性を確保でき、これらの属性を共通の方法で操作できま
す。

Command View
(CV)EVA

(HP StorageWorks EVA固有の用語)HPStorageWorksEVAスト
レージシステムを構成、管理、モニターするためのユーザーインタ
フェース。さまざまなストレージ管理作業を行うために使用されま
す。たとえば、仮想ディスクファミリの作成、ストレージシステムハー
ドウェアの管理、仮想ディスクのスナップクローンやスナップショット
の作成などに使用されます。CommandView EVAソフトウェアはHP
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Storageマネジメントアプライアンス上で動作し、Webブラウザからア
クセスできます。
「HPStorageWorks EVA SMI-S AgentおよびHP StorageWorks
SMI-SEVAプロバイダ」を参照。

Command View
VLS

(VLS固有の用語)LAN経由でVLSを構成、管理、モニターするの
に使用するWebブラウザベースのGUI。
「仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

CRS Data Protector Cell Manager上で実行され、バックアップと復元セッ
ションを開始、制御する、CellRequest Serverのプロセス(サービス)。
このサービスは、Data ProtectorがCell Manager上にインストールさ
れるとすぐに開始されます。Windowsシステムでは、CRSはインス
トール時に使用したユーザーアカウントで実行されます。UNIXシス
テムでは、CRSはアカウントルートで実行されます。

CSM Data Protector Copy and Consolidation Session Manager(コピーお
よび集約セッションマネージャ)の略。このプロセスは、オブジェクト
コピーセッションとオブジェクト集約セッションを制御し、CellManager
システム上で動作します。

Data_Protector_
home

Windows VistaおよびWindows Server 2008では、Data Protectorの
プログラムファイルを含むディレクトリ。その他のWindowsオペレー
ティングシステムでは、DataProtectorのプログラムファイルとデータ
ファイルを含むディレクトリ。デフォルトのパスは、%ProgramFiles%\
OmniBackですが、パスはインストール時にDataProtectorセットアッ
プウィザードで変更できます。
「Data_Protector_program_data」を参照。

Data_Protector_
program_data

Windows VistaおよびWindows Server 2008では、Data Protectorの
データファイルを含むディレクトリ。デフォルトのパス
は、%ProgramData%\OmniBackですが、パスはインストール時に
DataProtectorセットアップウィザードで変更できます。
「Data_Protector_home」を参照。

Dbobject (Informix Server固有の用語)InformixServer物理データベース
オブジェクト。blobspace、dbspace、または論理ログファイルなどが
それにあたります。

DCBF DCBF(Detail Catalog Binary Files: 詳細カタログバイナリファイル)
ディレクトリは、IDBの一部です。IDBの約80%を占めるファイルバー
ジョンと属性に関する情報を格納します。バックアップに使用され
るDataProtectorメディアごとに1つのDCバイナリファイルが作成さ
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れます。サイズの最大値は、ファイルシステムの設定による制限を
受けます。

DCディレクトリ 詳細カタログ(DC)ディレクトリには、詳細カタログバイナリファイル
(DCBF)が含まれており、そのファイルの中にはファイルバージョン
についての情報が保管されています。これは、IDBのDCBF部分を
表し、IDB全体の約80%の容量を占めます。デフォルトのDCディレ
クトリはdcbfと呼ばれ、Data_Protector_program_data\db40ディレク
トリ(WindowsServer 2008の場合)、Data_Protector_home\db40ディ
レクトリ(その他のWindowsシステムの場合)、または/var/opt/omni/
server/db40ディレクトリ(UNIXシステム)のCellManagerに置かれま
す。他のDCディレクトリを作成し、独自に指定した場所を使用する
ことができます。1つのセルでサポートされるDCディレクトリは50個
までです。DCディレクトリのデフォルト最大サイズは16GBです。

DHCPサーバー Dynamic Host Configuration Protocol(DHCP)を通じて、DHCPクラ
イアントにIPアドレスの動的割り当て機能とネットワークの動的構成
機能を提供するシステム。

Disk Agent クライアントのバックアップと復元を実行するためにクライアントシス
テム上にインストールする必要があるコンポーネントの1つ。
DiskAgentは、ディスクに対するデータの読み書きを制御します。
バックアップ セッション中には、Disk Agentがディスクからデータを
読み取って、MediaAgentに送信してデータをデバイスに移動させ
ます。復元セッション中には、Disk AgentがMedia Agentからデータ
を受信して、ディスクに書き込みます。オブジェクト検証セッション
中に、DiskAgentはMedia Agentからデータを取得し、確認処理を
実行しますが、データはディスクには書き込まれません。

Disk Agentの同時
処理数

1つのMedia Agentに対して同時にデータを送信できるDisk Agent
の数。

DMZ DMZ(Demilitarized Zone)は、企業のプライベートネットワーク(イン
トラネット)と外部のパブリックネットワーク(インターネット)の間に「中
立地帯」として挿入されたネットワークです。DMZにより、外部のユー
ザーが企業のイントラネット内のサーバーに直接アクセスすることを
防ぐことができます。

DNSサーバー DNSクライアント/サーバーモデルでは、DNSサーバーにインター
ネット全体で名前解決を行うのに必要なDNSデータベースに含ま
れている情報の一部を保持します。DNSサーバーは、このデータ
ベースを使用して名前解決を要求するクライアントに対してコン
ピュータ名を提供します。
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DR OS ディザスタリカバリを実行するオペレーティングシステム環境。Data
Protectorに対して基本的な実行時環境(ディスク、ネットワーク、
テープ、およびファイルシステムへのアクセス)を提供します。
DataProtectorディザスタリカバリを実行する前に、DR OSをディス
クにインストールするかメモリーにロードして、構成しておく必要が
あります。DROSには、一時DR OSとアクティブDR OSがあります。
一時DR OSは、他のオペレーティングシステムの復元用ホスト環境
として排他的に使用されます。このホスト環境には、ターゲットとな
るオペレーティングシステムの構成データも置かれます。ターゲッ
トシステムを元のシステム構成に復元し終えた後、一時DROSは削
除されます。アクティブDR OSは、Data Protectorディザスタリカバ
リプロセスのホストとして機能するだけでなく、復元後のシステムの
一部にもなります。その場合、DROSの構成データは元の構成デー
タに置き換わります。

DRイメージ 一時ディザスタリカバリオペレーティングシステム(DR OS)のインス
トールおよび構成に必要なデータ。

EMC Symmetrix
Agent

EMC Symmetrix環境でのバックアップ操作と復元操作を可能にす
るData Protectorソフトウェアモジュール。

(SYMA)(EMCSymmetrix
固有の用語)

Event Log(Data
Protector: イベント
ログ)

イベントログには、Data Protector関連のすべての通知が書き込ま
れます。デフォルトの送信方法では、すべての通知がイベントログ
に送信されます。このイベントログにアクセスできるDataProtector
ユーザーは、Adminユーザーグループに所属しているか、または
「レポートと通知」のユーザー権限が付与されているData
Protectorユーザーだけです。イベントログ内のイベントは、すべて
ブラウズしたり削除することができます。

ExchangeReplication
Service

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ローカル連続レプリ
ケーション(LCR)か、クラスター連続レプリケーション(CCR)テクノロ
ジのいずれかを使用して複製されたストレージグループを表す
MicrosoftExchange Serverのサービス。
「クラスター連続レプリケーションおよびローカル連続レプリケーショ
ン」を参照。

FCブリッジ 「Fibre Channelブリッジ」を参照。

Fibre Channelブリッ
ジ

Fibre Channelブリッジ(マルチプレクサ)は、RAIDアレイ、ソリッドス
テートディスク(SSD)、テープライブラリなどの既存のパラレルSCSI
デバイスをファイバーチャネル環境に移行できるようにします。ブ
リッジ(マルチプレクサ)の片側にはFibreChannelインタフェースがあ

用語集90



り、その反対側にはパラレルSCSIポートがあります。このブリッジ(マ
ルチプレクサ)を通じて、SCSIパケットをFibreChannelとパラレルSCSI
デバイスの間で移動することができます。

fnames.dat IDBのfnames.datファイルには、バックアップしたファイルの名前に
関する情報が格納されます。一般に、ファイル名が保存されている
場合、それらのファイルはIDBの20%を占めます。

GUI Data Protectorには、構成、管理、および操作に関するあらゆるタ
スクに簡単にアクセスできる、グラフィカルユーザーインタフェース
が用意されています。Windows用のオリジナルのDataProtector GUI
の他に、Data Protectorには、さまざまなプラットフォームで実行で
きる、外観も操作も変わらないJavaベースのGUIも用意されていま
す。

Holidaysファイル 休日に関する情報を格納するファイル。このファイルは、
Data_Protector_program_data\Config\Server\holidaysディレクトリ
(WindowsServer 2008の場合)、Data_Protector_home\Config\
Server\holidaysディレクトリ(その他のWindowsシステムの場合)、
または/etc/opt/omni/server/Holidaysディレクトリ(UNIXシステ
ムの場合)のCellManagerのHolidaysファイルを編集することで、各
種の休日を設定できます。

HP Operations
Manager SMART
Plug-In(SPI)

ドメイン監視機能を強化する完全に統合されたソリューションで、
HP Operations Managerに追加するだけですぐに使えます。
HP OperationsManager SMART Plug-Inとして実装されるData
Protector用統合ソフトウェアを使用して、ユーザーは
HP OperationsManagerの拡張機能として任意の数のData Protector
Cell Managerを監視できます。

HP Operations
Manager

ネットワーク内の多数のシステムとアプリケーションの運用管理を強
力な機能でサポートするHP Operations Manager。DataProtector
には、この管理製品を使用するための統合ソフトウェアが用意され
ています。この統合ソフトウェアは、Windows、HP-UX、Solarisおよ
びLinux上のHP OperationsManager管理サーバー用のSMART
Plug-Inとして実装されています。以前のバージョンのHP Operations
Managerは、IT/Operation、OperationsCenter、およびVantage Point
Operations、OpenView Operationsと呼ばれていました。

HPStorageWorks
Disk Array XP
LDEV

HP StorageWorks Disk Array XPの物理ディスクの論理パーティ
ション。LDEVは、ContinuousAccess XP (CA)構成およびBusiness
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Copy XP (BC)構成で複製することができるエンティティで、スタンド
アロンのエンティティとしても使用できます。
「BC、CA(HP StorageWorksディスクアレイXP固有の用語)、
および複製」を参照。

HPStorageWorks
EVA SMI-S Agent

Data Protectorのソフトウェアモジュール。HP StorageWorks
Enterprise VirtualArray用統合ソフトウェアに必要なタスクをすべて
実行します。EVA SMI-S Agentを使用すると、受信した要求とCV
EVA間のやり取りを制御するHPStorageWorks SMI-S EVAプロバ
イダを通じてアレイを制御できます。
「CommandView (CV) EVAおよびHP StorageWorks SMI-SEVAプ
ロバイダ」を参照。

HPStorageWorks
SMI-S EVAプロバ
イダ

HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayを制御するために使用
されるインタフェース。SMI-SEVAプロバイダはHPストレージマネジ
メントアプライアンスシステム上で個別のサービスとして動作し、受
信した要求とCommand ViewEVA間のゲートウェイとして機能しま
す。Data Protector HP StorageWorks EVA用統合ソフトウェアで
は、SMI-SEVAプロバイダはEVA SMI-S Agentから標準化された要
求を受け入れ、Command View EVAとやり取りして情報または方法
を呼び出し、標準化された応答を返します。
「HPStorageWorks EVA SMI-S AgentおよびCommand View (CV)
EVA」を参照。

HPStorageWorks
Virtual Array LUN

HP StorageWorks Virtual Array内の物理ディスクの論理パーティ
ション。LUNはHP StorageWorksBusiness Copy VA 構成で複製す
ることができるエンティティで、スタンドアロンのエンティティとしても
使用できます。
「BC VAおよび複製」を参照。

ICDA (EMC Symmetrix固有の用語)EMCのSymmetrixの統合キャッ
シュディスクアレイ(ICDA)は、複数の物理ディスク、複数のFWDSCSI
チャンネル、内部キャッシュメモリー、およびマイクロコードと呼ばれ
る制御/診断ソフトウェアを備えたディスクアレイデバイスです。

IDB Data Protector内部データベースは、Cell Manager上に維持される
埋込み型データベースです。どのデータがどのメディアにバックアッ
プされるか、バックアップセッションと復元セッションがどのように実
行されるか、さらに、どのデバイス上やライブラリ上に構成されてい
るかについての情報が格納されます。

IDB復旧ファイル IDBバックアップ、メディア、バックアップ用デバイスに関する情報を
含むIDBファイル(obrindex.dat)。この情報により、IDBの復旧を大
幅に簡素化できます。IDBトランザクションログと共にこのファイルを
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他のIDBディレクトリとは別の物理ディスクに移動し、さらにこのファ
イルのコピーを作成することをお勧めします。

Inet Data Protectorセル内の各UNIXシステムまたはWindowsシステム
上で動作するプロセス。このプロセスは、セル内のシステム間の通
信と、バックアップおよび復元に必要なその他のプロセスの起動を
受け持ちます。システムにDataProtectorをインストールすると、Inet
サービスが即座に起動されます。Inetプロセスは、inetdデーモンに
より開始されます。

Informix Server (Informix Server固有の用語)InformixDynamic Serverのことで
す。

Informix Server用
のCMDスクリプト

(Informix Server固有の用語)InformixServerデータベースの構
成時にINFORMIXDIR内に作成されるWindows CMDスクリプト。環
境変数をInformixServerにエクスポートするコマンド一式が含まれ
ています。

ISQL (Sybase固有の用語)Sybaseのユーティリティの1つ。SybaseSQL
Serverに対してシステム管理作業を実行できます。

Java GUIクライアン
ト

Java GUIクライアントはJava GUIコンポーネントの1つで、UI関連の
インタフェースのみで構成されており、機能するにはJavaGUIサー
バーとの通信が必要です。

Java GUIサーバー Java GUIコンポーネントの1つ。Data Protector Cell Managerシステ
ムにインストールされています。JavaGUIサーバーは、Java GUIクラ
イアントからの要求を受け取って処理し、応答をJava GUIクライアン
トに戻します。通信は、ポート5556でHypertextTransfer Protocol
(HTTP)を通して行われます。

keychain パスフレーズを手動で入力しなくても秘密キーを復号化できるよう
にするツールです。セキュアシェルを使用してリモートインストール
を実行する場合、このツールをインストールサーバーにインストー
ルして構成する必要があります。

KMS キー管理サーバー(KMS)はData Protectorの暗号化機能のための
キー管理を提供する、Cell Managerで実行する集中サービス。この
サービスは、DataProtectorがCell Manager上にインストールされる
とすぐに開始されます。

LBO (EMC Symmetrix固有の用語)LogicalBackup Object(論理バッ
クアップオブジェクト)の略。LBOは、EMC Symmetrix/Fastrax環境
内で保存/取得されるデータオブジェクトです。LBOは
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EMCSymmetrixによって1つのエンティティとして保存/取得され、
部分的には復元できません。

LISTENER.ORA (Oracle固有の用語)Oracleの構成ファイルの1つ。サーバー上の
1つまたは複数のTNSリスナを定義します。

log_fullシェルスクリ
プト

(Informix Server UNIX固有の用語)ON-Barに用意されている
スクリプトの1つで、InformixServerでlogfullイベント警告が発行され
た際に、論理ログファイルのバックアップを開始するために使用で
きます。InformixServerのALARMPROGRAM構成パラメータは、デフォ
ルトで、INFORMIXDIR/etc/log_full.shに設定されます。ここで、
INFORMIXDIRは、InformixServerホームディレクトリです。論理ログ
ファイルを継続的にバックアップしたくない場合は、ALARMPROGRAM
構成パラメータをINFORMIXDIR/etc/no_log.shに設定してくださ
い。

Lotus C API (Lotus Domino Server固有の用語)LotusDomino ServerとData
Protectorなどのバックアップソリューションの間でバックアップ情報
および復元情報を交換するためのインタフェース。

LVM LVM (Logical Volume Manager: 論理ボリュームマネージャ)は、
HP-UXシステム上で物理ディスクスペースを構造化し、論理ボリュー
ムにマッピングするためのサブシステムです。LVMシステムは、複
数のボリュームグループで構成されます。各ボリュームグループに
は、複数のボリュームが含まれます。

Main ControlUnit
(MCU)

(HP StorageWorksディスクアレイXP固有の用語)CAとBC構成
用のプライマリボリュームを含み、マスターデバイスとしての役割を
果たすHPStorageWorks XPディスクアレイ。
「 BC(HPStorageWorksディスクアレイXP固有の用語)、CA(HP
StorageWorksディスクアレイXP固有の用語)、およびHP
StorageWorksディスクアレイXPLDEV」を参照。

make_net_ recovery make_net_recoveryは、Ignite-UXのコマンドの1つ。Ignite-UXサー
バーまたはその他の指定システム上にネットワーク経由で復旧アー
カイブを作成できます。ターゲットシステムは、Ignite-UXの
make_boot_tapeコマンドで作成したブート可能なテープからブー
トするか、またはIgnite-UXサーバーから直接ブートした後、サブ
ネットを通じて復旧することができます。Ignite-UXサーバーからの
直接ブートは、Ignite-UXのbootsysコマンドで自動的に行うか、ま
たはブートコンソールから対話的に指定して行うことができます。

make_tape_
recovery

make_tape_recoveryは、Ignite-UXのコマンドの1つ。システムに
応じてカスタマイズしたブート可能テープ(インストールテープ)を作
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成できます。ターゲットシステムにバックアップデバイスを直接接続
し、ブート可能な復旧テープからターゲットシステムをブートするこ
とにより、無人ディザスタリカバリを実行できます。アーカイブ作成
時とクライアント復旧時は、バックアップデバイスをクライアントにロー
カル接続しておく必要があります。

Manager-of-Managers
(MoM)

「MoM」を参照。

MAPI (Microsoft Exchange Server固有の用語)MAPI(Messaging
Application Programming Interface)は、アプリケーションおよびメッ
セージングクライアントがメッセージングシステムおよび情報システ
ムと対話するためのプログラミングインタフェースです。

MCU 「Main ControlUnit (MCU)」を参照。

Media Agent デバイスに対する読み込み/書き込みを制御するプロセス。制御対
象のデバイスはテープなどのメディアに対して読み込み/書き込み
を行います。復元またはオブジェクト検証セッション中、MediaAgent
はバックアップ メディア上のデータを探して、処理するためにDisk
Agentに送信します。復元セッションの場合、続いてDiskAgentは
データをディスクに書き込みます。Media Agentは、ライブラリのロ
ボティクス制御も管理します。

Microsoft Exchange
Server

多様な通信システムへの透過的接続を提供するクライアント/サー
バー型のメッセージング/ワークグループシステム。電子メールシス
テムの他、個人とグループのスケジュール、オンラインフォーム、
ワークフロー自動化ツールなどをユーザーに提供します。また、開
発者に対しては、情報共有およびメッセージングサービス用のカス
タムアプリケーション開発プラットフォームを提供します。

Microsoft SQL
Server

分散型"クライアント/サーバー"コンピューティングのニーズを満た
すように設計されたデータベース管理システム。

MicrosoftVolume
Shadow Copy
Service (VSS)

VSS対応アプリケーションのバックアップと復元をそのアプリケーショ
ンの機能に関係なく統合管理する統一通信インタフェースを提供
するソフトウェアサービスです。このサービスは、バックアップアプリ
ケーション、ライター、シャドウコピープロバイダ、およびオペレー
ティングシステムカーネルと連携して、ボリュームシャドウコピーお
よびシャドウコピーセットの管理を実現します。
「シャドウコピー、シャドウコピープロバイダ、複製およびライター」を
参照。
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Microsoft管理コン
ソール（MMC）

(Windows固有の用語)Windows環境における管理モデル。シン
プルで一貫した統合型管理ユーザーインタフェースを提供します。
同じGUIを通じて、さまざまなMMC対応アプリケーションを管理で
きます。

MMD Media Management Daemon (メディア管理デーモン)の略。MMDプ
ロセス(サービス)は、Data ProtectorCell Manager上で稼動し、メディ
ア管理操作およびデバイス操作を制御します。このプロセスは、
Data ProtectorをCellManagerにインストールしたときに開始されま
す。

MMDB Media Management Database(メディア管理データベース)の略。
MMDBは、IDBの一部です。セル内で構成されているメディア、メ
ディアプール、デバイス、ライブラリ、ライブラリデバイス、スロットに
関する情報と、バックアップに使用されているDataProtectorメディ
アに関する情報を格納します。エンタープライズバックアップ環境
では、データベースをすべてのセル間で共有できます。
「CMMDBおよびCDB」を参照。

MoM 複数のセルをグループ化して、1つのセルから集中管理することが
できます。集中管理用セルの管理システムが、
MoM(Manager-of-Managers)です。他のセルはMoMクライアントと
呼ばれます。MoMを介して、複数のセルを一元的に構成および管
理することができます。

MSM Data Protector Media Session Manager(メディアセッションマネー
ジャ)の略。MSMは、CellManager上で稼動し、メディアセッション(メ
ディアのコピーなど)を制御します。

MU番号 (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)ミラーユニット
番号。ファーストレベルミラーを示すために使う整数(0、1または2)
です。
「ファーストレベルミラー」を参照。

obdrindex.dat 「IDB復旧ファイル」を参照。

OBDR対応デバイス ブート可能ディスクを装填したCD-ROMドライブをエミュレートでき
るデバイス。バックアップデバイスとしてだけでなく、ディザスタリカ
バリ用のブートデバイスとしても使用可能です。

ON-Bar (Informix Server固有の用語)InformixServerのためのバックアッ
プと復元のシステム。ON-Barにより、Informix Serverデータのコピー
を作成し、後でそのデータを復元することが可能になります。ON-Bar
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のバックアップと復元のシステムには、以下のコンポーネントが含ま
れます。

• onbarコマンド

• バックアップソリューションとしてのData Protector

• XBSAインタフェース

• ON-Barカタログテーブル。これは、dbobjectをバックアップし、
複数のバックアップを通してdbobjectのインスタンスをトラッキン
グするために使われます。

ONCONFIG (Informix Server固有の用語)アクティブなONCONFIG構成ファ
イルの名前を指定する環境変数。ONCONFIG環境変数が存在し
ない場合、InformixServerがINFORMIXDIR\etc(Windowsの場合)、
またはINFORMIXDIR/etc/(UNIXの場合)ディレクトリのONCONFIGファ
イルにある構成値を使います。

OpenSSH さまざまな認証や暗号化方法を使用することにより、リモートマシン
に安全にアクセスできるようにするネットワーク接続ツールのセット。
セキュアシェルを使用してリモートインストールを実行する場合、イ
ンストールサーバーとクライアントにこれをインストールして構成す
る必要があります。

Oracle Data Guard (Oracle固有の用語)Oracle DataGuardはOracleの主要なディザ
スタリカバリソリューションです。プロダクション(一次)データベース
のリアルタイムコピーであるスタンバイデータベースを最大9個まで
保持することにより、破損、データ障害、人為ミス、および災害から
の保護を提供します。プロダクション(一次)データベースに障害が
発生すると、フェイルオーバーによりスタンバイデータベースの1つ
を新しい一次データベースにすることができます。また、プロダク
ション処理を現在の一次データベースからスタンバイデータベース
に迅速に切り替えたり、元に戻したりできるため、保守作業のため
の計画ダウンタイムを縮小することができます。

ORACLE_SID (Oracle固有の用語)Oracle Serverインスタンスの一意な名前。
別のOracleServerに切り替えるには、目的のORACLE_SIDを指定し
ます。ORACLE_SIDは、TNSNAMES.ORAファイル内の接続記述子の
CONNECT DATA部分とLISTENER.ORAファイル内のTNSリスナの
定義に含まれています。

Oracleインスタンス (Oracle固有の用語)1つまたは複数のシステムにインストールさ
れた個々のOracleデータベース。1つのコンピュータシステム上で、
複数のデータベースインスタンスを同時に稼動させることができま
す。
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Oracleターゲット
データベースへの
ログイン情報

(OracleおよびSAP R/3固有の用語)ログイン情報の形式は、
user_name/password@serviceです。

この場合、user_nameは、OracleServerおよびその他のユー
ザーに対して公開されるユーザー名です。各ユーザーがOracle

•

ターゲットデータベースに接続するには、ユーザー名とパスワー
ドの両方を入力しなければなりません。ここでは、OracleのSYS-
DBA権限またはSYSOPER権限が付与されているユーザーを指
定する必要があります。

• passwordには、Oracleパスワードファイル(orapwd)内に指定し
たのと同じパスワードを指定しなければなりません。パスワード
は、データベースを管理するユーザーの認証に使用されます。

• serviceには、ターゲットデータベースのためのSQL*Netサー
バープロセスの識別に使用される名前を指定します。

P1Sファイル P1Sファイルには、システムにインストールされているすべてのディ
スクを拡張自動ディザスタリカバリ(EADR)中にどのようにフォーマッ
トするかに関する情報が格納されます。このファイルはフルバック
アップ中に作成され、バックアップメディアとCellManagerに
recovery.p1sというファイル名で保存されます。保存場所は、
Data_Protector_program_data\Config\Sever\dr\p1sディレク
トリ(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\Config\
Server\dr\p1sディレクトリ(その他のWindowsシステムの場合)、/
etc/opt/omni/server/dr/p1sディレクトリ(UNIXシステムの場合)
です。 .

RAID Manager XP (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)RAIDManager
XPアプリケーションには、CAおよびBCアプリケーションのステータ
スをレポートおよび制御するための広範なコマンドリストが用意され
ています。これらのコマンドは、RAIDManagerインスタンスを通じて、
StorageWorks Disk Array XP Disk Control Unitと通信します。この
インスタンスは、コマンドを一連の低レベルSCSIコマンドに変換しま
す。

RAID Managerライ
ブラリ

(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)Solarisシステ
ム上のDataProtectorでは、RAID Managerライブラリを内部的に使
用して、HP StorageWorks Disk ArrayXPの構成データ、ステータ
スデータ、およびパフォーマンスデータにアクセスします。さらに、
一連の低レベルSCSIコマンドに変換される関数呼び出しを通じて、
HPStorageWorks Disk Array XPの主要な機能にアクセスします。

RAID Redundant Array of Independent Disksの略。
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rawディスクバック
アップ

「ディスクイメージバックアップ」を参照。

RCU 「Remote ControlUnit (RCU)」を参照。

RDBMS Relational Database Management System (リレーショナルデータ
ベース管理システム)の略。

RDF1/RDF2 (EMCSymmetrix固有の用語)SRDFデバイスグループの一種。
RDFグループにはRDFデバイスだけを割り当てることができます。
RDF1グループタイプにはソースデバイス(R1)が格納され、RDF2グ
ループタイプにはターゲットデバイス(R2)が格納されます。

RDS Raima Database Serverの略。RDS(サービス)は、Data Protectorの
Cell Manager上で稼動し、IDBを管理します。このプロセスは、
DataProtectorをCell Managerにインストールしたときに開始されま
す。

Recovery Manager
(RMAN)

(Oracle固有の用語)Oracleコマンド行インタフェース。これによ
り、OracleServerプロセスに接続されているデータベースをバック
アップ、復元、および復旧するための指示がOracle Serverプロセ
スに出されます。RMANでは、バックアップについての情報を格納
するために、リカバリカタログまたは制御ファイルのいずれかが使用
されます。この情報は、後の復元セッションで使うことができます。

RecoveryInfo Windows構成ファイルのバックアップ時、Data Protectorは、現在の
システム構成に関する情報(ディスクレイアウト、ボリューム、および
ネットワークの構成に関する情報)を収集します。この情報は、ディ
ザスタリカバリ時に必要になります。

REDOログ (Oracle固有の用語)各Oracleデータベースには、複数のREDO
ログファイルがあります。データベース用のREDOログファイルのセッ
トをデータベースのREDOログと呼びます。Oracleでは、REDOログ
を使ってデータに対するすべての変更を記録します。

Remote ControlUnit (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)RemoteControl
Unit (RCU)は、CA構成の中でMCU (Main Contol Unit)のスレーブ
としての役割を果たします。双方向の構成の中では、RCUはMCU
としての役割を果たします。

RMAN (Oracle固
有の用語)

「Recovery Manager」を参照。

RSM (Windows固有の用語)Removable StorageManagerの略。RSMは、
アプリケーション、ロボティクスチェンジャ、およびメディアライブラリ

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverユーザーガイド 99



の間の通信を効率化するメディア管理サービスを提供します。これ
により、複数のアプリケーションがローカルロボティクスメディアライ
ブラリとテープまたはディスクドライブを共有でき、リムーバブルメ
ディアを管理できます。

RSM Data Protector Restore Session Managerの略。復元セッションおよ
びオブジェクト検証セッションを制御します。このプロセスは、常に
CellManagerシステム上で稼動します。

SIBF サーバーレス統合バイナリファイル(SIBF)は、IDBのうち、NDMPの
rawメタデータが格納される部分です。これらのデータは、NDMPオ
ブジェクトの復元に必要です。

SMB 「スプリットミラーバックアップ」を参照。

SMBF セッションメッセージバイナリファイル(SMBF)は、IDBのうち、バック
アップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト集約、オブジェクト
検証、およびメディア管理のセッション中に生成されたセッションメッ
セージが格納される部分です。1つのセッションにつき1つのバイナ
リファイルが作成されます。ファイルは年毎や月毎に分類されます。

sqlhostsファイルま
たはレジストリ

(Informix Server固有の用語)InformixServerの接続情報ファイ
ル(UNIX)またはレジストリ(Windows)。各データベースサーバーの
名前の他、ホストコンピュータ上のクライアントが接続できるエイリア
スが格納されます。

SRDF (EMC Symmetrix固有の用語)EMC SymmetrixRemote Data
Facilityの略。SRDFは、異なる位置にある複数の処理環境の間で
の効率的なリアルタイムデータ複製を実現するBusinessContinuation
プロセスです。同じルートコンピュータ環境内だけではなく、互いに
遠距離にある環境も対象となります。

SRDファイル (ディザスタリカバリ固有の用語)Unicode(UTF-16)形式のテキ
ストファイルで、WindowsシステムのCONFIGURATIONバックアッ
プ中に生成されCellManagerに格納されます。このファイルには、
障害発生時にターゲットシステムにオペレーティングシステムをイ
ンストールおよび構成するために必要なシステム情報が含まれて
います。
「ターゲットシステム」を参照。

SSE Agent (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)スプリットミラー
バックアップの統合に必要なタスクをすべて実行するDataProtector
ソフトウェアモジュール。RAID Manager XPユーティリティ(HP-UX
システムおよびWindowsシステムの場合)またはRAIDManagerライ
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ブラリ(Solarisシステムの場合)を使い、HP StorageWorks Disk
ArrayXPの保管システムと通信します。

sst.confファイル /usr/kernel/drv/sst.confファイルは、マルチドライブライブラリ
デバイスが接続されているDataProtector Sun Solarisクライアントの
それぞれにインストールされていなければならないファイルです。
このファイルには、クライアントに接続されている各ライブラリデバイ
スのロボット機構のSCSIアドレスエントリが記述されていなければな
りません。

st.confファイル /kernel/drv/st.confファイルは、バックアップデバイスが接続さ
れているDataProtector Solarisクライアントのそれぞれにインストー
ルされていなければならないファイルです。このファイルには、クラ
イアントに接続されている各バックアップドライブのデバイス情報と
SCSIアドレスが記述されていなければなりません。シングルドライブ
デバイスについては単一のSCSIエントリが、マルチドライブライブラ
リデバイスについては複数のSCSIエントリが、それぞれ必要です。

StorageTek ACSラ
イブラリ

(StorageTek固有の用語)ACS (AutomatedCartridge System)は、
1つのライブラリ管理ユニット(LMU)と、このユニットに接続された1
～24個のライブラリ記憶域モジュール(LSM)からなるライブラリシス
テム(サイロ)です。

Sybase Backup
Server API

(Sybase固有の用語)Sybase SQL ServerとDataProtectorなどの
バックアップソリューションの間でのバックアップ情報および復旧情
報交換用に開発された業界標準インタフェース。

Sybase SQL Server (Sybase固有の用語)Sybaseの「クライアントサーバー」アーキテク
チャ内のサーバー。SybaseSQL Serverは、複数のデータベースと
複数のユーザーを管理し、ディスク上のデータの実位置を追跡し
ます。さらに、物理データストレージ域に対する論理データ記述の
マッピングを維持し、メモリー内のデータキャッシュとプロシージャ
キャッシュを維持します。

System Backup to
Tape

(Oracle固有の用語)Oracleがバックアップ要求または復元要求
を発行したときに正しいバックアップデバイスをロード、ラベリング、
およびアンロードするために必要なアクションを処理するOracleイ
ンタフェース。

SysVol (Windows固有の用語)ドメインのパブリックファイルのサーバーコ
ピーを保存する共有ディレクトリで、ドメイン内のすべてのドメインコ
ントローラ間で複製されます。
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TimeFinder (EMCSymmetrix固有の用語)単一または複数のEMCSymmetrix
論理デバイス(SLD)のインスタントコピーを作成するBusiness
Continuationプロセス。インスタントコピーは、BCVと呼ばれる専用
の事前構成SLD上に作成され、システムに対する別個のプロセス
を経由してアクセスできます。

TLU Tape Library Unit (テープライブラリユニット)の略。

TNSNAMES.ORA (OracleおよびSAP R/3固有の用語)サービス名にマッピングさ
れた接続記述子を格納するネットワーク構成ファイル。このファイル
は、1か所で集中的に管理してすべてのクライアントで使用すること
も、また、ローカルに管理して各クライアントで個別に使用すること
もできます。

TSANDS.CFGファイ
ル

(Novell NetWare固有の用語)バックアップを開始するコンテナ
の名前を指定するファイル。このファイルはテキストファイルで、
TSANDS.NLMがロードされるサーバーのSYS:SYSTEM\TSAディレクトリ
にあります。

UIProxy Java GUI Server(UIProxyサービス)はDataProtector Cell Manager
で実行されます。Java GUI Serverでは、Java GUI Clientと
CellManagerとの間の通信を行います。また、ビジネスロジック操作
を実行し、重要な情報のみをクライアントに送信する必要がありま
す。このサービスは、DataProtectorがCell Manager上にインストー
ルされるとすぐに開始されます。

VMware管理クライ
アント

(VMware用統合ソフトウェア固有の用語)DataProtectorを使用
してVMware Virtual Infrastructureと通信するクライアント。
VirtualCenterServerシステム(VirtualCenter環境)、またはESX Server
システム(スタンドアロンESX Server環境)のどちらかです。

VOLSER (ADICおよびSTK固有の用語)ボリュームシリアル
(VOLumeSERial)番号は、メディア上のラベルで、大容量ライブラリ
内の物理テープの識別に使用されます。VOLSERは、ADIC/GRAU
デバイスおよびStorageTekデバイス固有の命名規則です。

Volume Shadow
Copy Service

「MicrosoftVolume Shadow Copy Service(VSS)」を参照。

VSS 「MicrosoftVolume Shadow Copy Service(VSS)」を参照。

VSS準拠モード (HP StorageWorksディスクアレイXP VSSプロバイダ固有の
用語)2種類あるXPVSSハードウェアプロバイダの操作モードの1
つ。XP プロバイダがVSS準拠モードであると、ソースボリューム
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(P-VOL)とその複製(S-VOL)は、バックアップ後、単純非対状態に
なります。したがって、ローテーションされる複製数(P-VOL当たり
のS-VOL数)に制限はありません。このような構成でのバックアップ
からの復元は、ディスクの切り替えによってのみ可能となります。
「resyncモード、ソースボリューム、プライマリボリューム(P-VOL)、複
製、セカンダリボリューム(S-VOL)、および複製セットローテーショ
ン」を参照。

VxFS Veritas Journal Filesystemの略。

VxVM (Veritas
Volume Manager)

Veritas Volume Managerは、Solarisプラットフォーム上でディスクス
ペースを管理するためのシステムです。VxVMシステムは、論理ディ
スクグループに編成された1つまたは複数の物理ボリュームの任意
のグループからなります。

Wake ONLAN 節電モードで動作しているシステムを同じLAN上の他のシステムか
らのリモート操作により電源投入するためのサポート。

Webレポート Data Protectorの機能の1つ。バックアップステータス、オブジェクト
コピーステータスおよびオブジェクト集約ステータスとDataProtector
構成に関するレポートをWebインタフェース経由で表示できます。

Windows 構成の
バックアップ

Data Protectorでは、Windows CONFIGURATION(構成データ)を
バックアップできます。Windowsレジストリ、ユーザープロファイル、
イベントログ、WINSサーバーデータおよびDHCPサーバーデータ
(システム上で構成されている場合)を1回の操作でバックアップで
きます。

Windowsレジストリ オペレーティングシステムやインストールされたアプリケーションの
構成情報を保存するため、Windowsにより使用される集中化された
データベース。

WINSサーバー Windowsネットワークのコンピュータ名をIPアドレスに解決する
Windowsインターネットネームサービスソフトウェアを実行している
システム。DataProtectorでは、WINSサーバーデータをWindowsの
構成データの一部としてバックアップできます。

XBSAインタフェー
ス

(Informix Server固有の用語)ON-BarとDataProtectorの間の相
互通信には、X/Open Backup Services Application
Programmer'sInterface (XBSA)が使用されます。

XCopyエンジン (ダイレクトバックアップ固有の用語)SCSI-3のコピーコマンド。
SCSIソースアドレスを持つストレージデバイスからSCSIあて先アドレ
スを持つバックアップデバイスにデータをコピーし、ダイレクトバック
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アップを可能にします。データは、ソースデバイス(ブロックまたはス
トリーミング、つまりディスクまたはテープ)からあて先デバイス(ブロッ
クまたはストリーミング)へ、XCopyを介して流れていきます。これに
より、データをストレージデバイスから読み込んであて先デバイスに
書き込むまでの一連の処理が、制御サーバーをバイパスして行わ
れます。
「ダイレクトバックアップ」を参照。

ZDB 「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)」を参照。

ZDBデータベース (ZDB固有の用語)ソースボリューム、複製およびセキュリティ情報
などのZDB関連情報を格納するIDBの一部。ZDBデータベースは
ZDB、インスタントリカバリ、スプリットミラー復元に使用されます。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)」を参照。

アーカイブREDOロ
グ

(Oracle固有の用語)オフラインREDOログとも呼びます。Oracle
データベースがARCHIVELOGモードで動作している場合、各オン
ラインREDOログが最大サイズまで書き込まれると、アーカイブ先に
コピーされます。このコピーをアーカイブREDOログと呼びます。各
データベースに対してアーカイブREDOログを作成するかどうかを
指定するには、以下の2つのモードのいずれかを指定します。

• ARCHIVELOG － 満杯になったオンラインREDOログファイル
は、再利用される前にアーカイブされます。そのため、インスタ
ンスやディスクにエラーが発生した場合に、データベースを復
旧することができます。「ホット」バックアップを実行できるのは、
データベースがこのモードで稼動しているときだけです。

• NOARCHIVELOG － オンラインREDOログファイルは、いっぱ
いになってもアーカイブされません。

「オンラインREDOログ」を参照。

アーカイブロギング (Lotus Domino Server固有の用語)LotusDomino Serverのデー
タベースモードの1つ。トランザクションログファイルがバックアップ
されて初めて上書きされるモードです。

アクセス権限 「ユーザー権限」を参照。

アプリケーション
エージェント

クライアント上でオンラインデータベース統合ソフトウェアを復元お
よびバックアップするために必要なコンポーネント。
「DiskAgent」を参照。
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アプリケーションシ
ステム

(ZDB固有の用語)このシステム上でアプリケーションやデータ
ベースが実行されます。アプリケーションまたはデータベースデー
タは、ソースボリューム上に格納されています。
「バックアップシステムおよびソースボリューム」を参照。

暗号化
KeyID-StoreID

Data Protector Key Management Serverが､Data Protectorで使用
される暗号化キーの識別と管理に使用する複合識別子です｡KeyID
は、キーストア内のキーを識別します。StoreIDは、Cell Manager上
のキーストアを識別します。DataProtectorを暗号化機能付きの旧
バージョンからアップグレードした場合、同じCell Manager上で使
用されるStoreIDが複数存在する可能性があります。

暗号化キー 256ビットのランダムに生成された数値で、AES 256ビットソフトウェ
ア暗号化またはドライブベースの暗号化が指定されたバックアップ
の際に、DataProtectorの暗号化アルゴリズムが情報をエンコード
するために使用します。これに続く情報の復号化では、同じキーが
使用されます。DataProtectorセルの暗号化キーは、Cell Manager
上の中央キーストアに保存されます。

イベントログ (Windows固有の用語)サービスの開始または停止、ユーザーの
ログオンとログオフなど、Windowsがすべてのイベントを記録し
たファイル。 DataProtectorは、WindowsイベントログをWindows構
成バックアップの一部としてバックアップできます。

インスタントリカバリ (ZDB固有の用語)ディスクへのZDBセッションまたはディスク/テー
プへのZDBセッションで作成された複製を使用して、ソースボリュー
ムの内容を複製が作成された時点の状態に復元するプロセスで
す。これにより、テープからの復元を行う必要がなくなります。関連
するアプリケーションやデータベースによってはインスタントリカバ
リだけで十分な場合もあれば、完全に復旧するためにトランザクショ
ンログファイルを適用するなどその他にも手順が必要な場合もあり
ます。
「複製、ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、ディスクへのZDB、お
よびディスク+テープへのZDB」を参照。

インストールサー
バー

特定のアーキテクチャ用のData Protectorソフトウェアパッケージの
レポジトリを保持するコンピュータシステム。インストールサーバー
からData Protectorクライアントのリモートインストールが行われま
す。混在環境では、少なくとも2台のインストールサーバーが必要
です。1台はUNIXシステム用で、1台はWindowsシステム用です。

インターネットイン
フォメーションサー
ビス(IIS)

(Windows固有の用語)Microsoft InternetInformation Servicesは、
ネットワーク用ファイル/アプリケーションサーバーで、複数のプロト
コルをサポートしています。IISでは、主に、
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HTTP(HypertextTransport Protocol)によりHTML(Hypertext Markup
Language)ページとして情報が転送されます。

インフォメーションス
トア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ストレージ管理を行う
MicrosoftExchange Serverのサービス。Microsoft Exchange Server
のインフォメーションストアは、メールボックスストアとパブリックフォ
ルダストアという2種類のストアを管理します。メールボックスストア
は、個々のユーザーに属するメールボックスから成ります。パブリッ
クフォルダストアには、複数のユーザーで共有するパブリックフォル
ダおよびメッセージがあります。
「キーマネージメントサービスおよびサイト複製サービス」を参照。

上書き 復元中のファイル名競合を解決するモードの1つ。既存のファイル
の方が新しくても、すべてのファイルがバックアップから復元されま
す。
「マージ」を参照。

エクスチェンジャ SCSIエクスチェンジャとも呼ばれます。
「ライブラリ」を参照。

エンタープライズ
バックアップ環境

複数のセルをグループ化して、1つのセルから集中管理することが
できます。エンタープライズバックアップ環境には、複数の
DataProtectorセル内のすべてのクライアントが含まれます。これら
のセルは、Manager of Managers (MoM)のコンセプトにより集中管
理用のセルから管理されます。
「MoM」を参照。

オートチェンジャー 「ライブラリ」を参照。

オートマイグレー
ション

(VLS固有の用語)データのバックアップをまずVLSの仮想テープ
に作成し、それを物理テーブ(1つの仮想テープが1つの物理テー
プをエミュレート)に移行する操作を、中間バックアップアプリケー
ションを使用せずに実行する機能。
「仮想ライブラリシステム(VLS)と仮想テープ」を参照。

オートローダ 「ライブラリ」を参照。

オブジェクト 「バックアップオブジェクト」を参照。

オブジェクトID (Windows固有の用語)オブジェクトID(OID)を使用すると、システ
ムのどこにファイルがあるかにかかわらず、NTFS5ファイルにアクセ
スできます。Data Protectorでは、ファイルの代替ストリームとして
OIDを扱います。
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オブジェクトコピー 特定のオブジェクトバージョンのコピー。オブジェクトコピーセッショ
ン中またはオブジェクトミラーのバックアップセッション中に作成さ
れます。

オブジェクトコピー
セッション

異なるメディアセット上にバックアップデータの追加コピーを作成す
るプロセス。オブジェクトコピー セッション中に、選択されたバック
アップオブジェクトがソースからターゲットメディアへコピーされま
す。

オブジェクトのコ
ピー

選択されたオブジェクトバージョンを特定のメディアセットにコピー
するプロセス。1つまたは複数のバックアップセッションから、コピー
するオブジェクトバージョンを選択できます。

オブジェクトのミ
ラーリング

バックアップセッション中に、いくつかのメディアセットに同じデータ
を書き込むプロセス。Data Protectorを使用すると、1つまたは複数
のメディアセットに対し、すべてまたは一部のバックアップオブジェ
クトをミラーリングすることができます。

オブジェクトミラー オブジェクトのミラーリングを使用して作成されるバックアップオブ
ジェクトのコピー。オブジェクトのミラーは、通常、オブジェクトコピー
と呼ばれます。

オブジェクト集約 1つのフルバックアップと1つ以上の増分バックアップで構成された
バックアップオブジェクトの復元チェーンを、新たな集約されたバー
ジョンのオブジェクトとしてマージするプロセス。このプロセスは、合
成バックアップの一部です。このプロセスの結果、指定のバックアッ
プオブジェクトの合成フルバックアップが出力されます。

オブジェクト集約
セッション

1つのフルバックアップと1つ以上の増分バックアップで構成された
バックアップオブジェクトの復元チェーンを、新たな集約されたバー
ジョンのオブジェクトとしてマージするプロセス。

オブジェクト検証 Data Protectorの観点で見たバックアップオブジェクトのデータ整
合性と、それらを必要なあて先に送信するDataProtectorの機能を
確認する処理です。このプロセスは、バックアップ、オブジェクトコ
ピー、またはオブジェクト集約セッションによって作成されたオブ
ジェクトバージョンを復元する機能に信頼レベルを付与するために
使用できます。

オブジェクト検証
セッション

指定のバックアップオブジェクトまたはオブジェクトバージョンのデー
タ整合性と、指定のホストにそれらを送信するための選択済み
DataProtectorネットワークコンポーネントの機能を確認するプロセ
スです。オブジェクト検証セッションは、対話式に実行することも、
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自動ポストバックアップまたはスケジュール仕様の指定通りに実行
することもできます。

オフラインREDOロ
グ

「アーカイブREDOログ」を参照。

オフラインバック
アップ

実行中はアプリケーションデータベースがアプリケーションから使
用できなくなるバックアップ。

• 単純なバックアップ方法の場合(ZDBではない)、データベース
はバックアップ中(数分から数時間)オフライン状態となり、バック
アップシステムからは使用できますが、アプリケーションシステ
ムからは使用できません。たとえばテープへのバックアップの場
合、テープへのデータストリーミングが終わるまでの間となりま
す。

• ZDBの方法を使うと、データベースはオフライン状態になります
が、所要時間はデータ複製プロセス中のわずか数秒間です。
残りのバックアッププロセスでは、データベースは通常の稼動
を再開できます。

「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)およびオンラインバックアップ」
を参照。

オフライン復旧 オフライン復旧は、ネットワーク障害などによりCell Managerにアク
セスできない場合に行われます。オフライン復旧では、スタンドアロ
ンデバイスおよびSCSIライブラリデバイスのみが使用可能です。
CellManagerの復旧は、常にオフラインで行われます。

表領域 データベース構造の一部。各データベースは論理的に1つまたは
複数の表スペースに分割されます。各表領域には、データファイル
またはrawボリュームが排他的に関連付けられます。

オリジナルシステム あるシステムに障害が発生する前にData Protectorによってバック
アップされたシステム構成データ。

オンラインREDOロ
グ

(Oracle固有の用語)まだアーカイブされていないが、インスタン
スでデータベースアクティビティを記録するために利用できるか、ま
たは満杯になっており、アーカイブまたは再使用されるまで待機し
ているREDOログ。
「アーカイブREDOログ」を参照。

オンラインバック
アップ

データベースアプリケーションを利用可能な状態に維持したまま行
われるバックアップ。データベースは、バックアップアプリケーション
が元のデータオブジェクトにアクセスする必要がある間、特別なバッ
クアップモードで稼動します。この期間中、データベースは完全に
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機能しますが、パフォーマンスに多少影響が出たり、ログファイル
のサイズが急速に増大したりする場合もあります。

• 単純なバックアップ方法の場合(ZDBではない)、バックアップ
モードはバックアップ期間全体(数分から数時間)必要となりま
す。たとえばテープへのバックアップの場合、テープへのデー
タストリーミングが終わるまでの間となります。

• ZDBの方法を使うと、バックアップモードに必要な時間はデー
タ複製プロセス中のわずか数秒間です。残りのバックアッププ
ロセスでは、データベースは通常の稼動を再開できます。

場合によっては、データベースを整合性を保って復元するために、
トランザクションログもバックアップする必要があります。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)およびオフラインバックアップ」
を参照。

階層ストレージ管理
(HSM)

使用頻度の低いデータを低コストの光磁気プラッタに移動すること
で、コストの高いハードディスク記憶域を有効利用するための仕組
み。移動したデータが必要になった場合は、ハードディスク記憶域
に自動的に戻されます。これにより、ハードディスクからの高速読み
取りと光磁気プラッタの低コスト性のバランスが維持されます。

拡張可能ストレージ
エンジン(ESE)

(Microsoft Exchange Server固有の用語)MicrosoftExchange
Serverで情報交換用の記憶システムとして使用されているデータ
ベーステクノロジ。

拡張増分バックアッ
プ

従来の増分バックアップでは、前回のバックアップより後に変更さ
れたファイルがバックアップされますが、変更検出機能に限界があ
ります。これに対し、拡張増分バックアップでは、名前が変更された
ファイルや移動されたファイルのほか、属性が変更されたファイル
についても、信頼性のある検出とバックアップが行われます。

確認 指定したメディア上のData Protectorデータが読み取り可能かどう
かをチェックする機能。また、CRC(巡回冗長検査)オプションをオン
にして実行したバックアップに対しては、各ブロック内の整合性も
チェックできます。

仮想コントローラソ
フトウェア（VCS）

(HP StorageWorks EVA固有の用語)HSVコントローラを介した
CommandView EVAとの通信など、記憶システムの処理すべてを
管理するファームウェア。
「CommandView (CV) EVA」を参照。

仮想サーバー ネットワークIP名およびIPアドレスでドメイン内に定義されるクラス
ター環境の仮想マシンです。アドレスはクラスターソフトウェアによ
りキャッシュされ、仮想サーバーリソースを現在実行しているクラス
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ターノードにマップされます。こうして、特定の仮想サーバーに対
するすべての要求が特定のクラスターノードにキャッシュされます。

仮想ディスク (HP StorageWorks EVA固有の用語)HPStorageWorks
Enterprise Virtual Arrayストレージプールから割り当てられたスト
レージのユニット。仮想ディスクは、HPStorageWorks Enterprise
Virtual Arrayのスナップショット機能により複製されるエンティティ
です。
「ソースボリュームおよびターゲットボリューム」を参照。

仮想テープ (VLS固有の用語)テープに保存された場合と同様にディスクドラ
イブにデータをバックアップするアーカイブ式ストレージテクノロジ。
バックアップスピードおよびリカバリスピードの向上、運用コストの削
減など仮想テープシステムとしての利点がある。
「仮想ライブラリシステム(VLS)および仮想テープライブラリ(VTL)」
を参照。

仮想テープライブラ
リ(VTL)

(VLS固有の用語)従来のテープベースのストレージ機能を提供
する、エミュレートされるテープライブラリ。
「仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

仮想デバイスインタ
フェース

(Microsoft SQL Server固有の用語)MicrosoftSQL Serverのプ
ログラミングインタフェースの1つ。大容量のデータベースを高速で
バックアップおよび復元できます。

仮想フルバックアッ
プ

コピーするのではなくポインタを使用してデータが集約される、効
率の良い合成バックアップ。配布ファイルメディア形式を使用する
1つのファイルライブラリにすべてのバックアップ(フルバックアップ、
増分バックアップ、およびその結果である仮想フルバックアップ)が
書き込まれる場合に実行されます。

仮想ライブラリシス
テム(VLS)

1つまたは複数の仮想テープライブラリ(VTL)をホストする、ディスク
ベースのデータストレージデバイス。

カタログ保護 バックアップデータに関する情報(ファイル名やファイルバージョン
など)をIDBに維持する期間を定義します。
「データ保護」を参照。

監査情報 Data Protectorセル全体に対し、ユーザーが定義した拡張期間に
わたって実施された、全バックアップセッションに関するデータ。

監査レポート 監査ログファイルに保存されたデータから作成される、ユーザーが
判読可能な形式の監査情報出力。

監査ログ 監査情報が保存されるデータファイル。
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キーストア すべての暗号化キーは、Cell Managerのキーストアに集中的に格
納され、キー管理サーバー(KMS)により管理されます。

キーマネージメント
サービス

(Microsoft Exchange Server固有の用語)拡張セキュリティのた
めの暗号化機能を提供するMicrosoftExchange Serverのサービス。
「インフォメーションストアおよびサイト複製サービス」を参照。

共有ディスク あるシステム上に置かれたWindowsのディスクをネットワーク上の他
のシステムのユーザーが使用できるように構成したもの。共有ディ
スクを使用しているシステムは、DataProtector Disk Agentがインス
トールされていなくてもバックアップ可能です。

緊急ブートファイル (Informix Server固有の用語)InformixServer構成ファイル
ixbar.server_id。このファイルは、INFORMIXDIR/etcディレクトリ
(Windowsの場合)、またはINFORMIXDIR\etcディレクトリ(UNIXの場
合)に置かれています。INFORMIXDIRはInformixServerのホームディ
レクトリ、server_idはSERVERNUM構成パラメータの値です。緊急
ブートファイルの各行は、1つのバックアップオブジェクトに対応し
ます。

クライアントバック
アップ

Data Protectorクライアントにマウントされているすべてのファイルシ
ステムのバックアップ。
実際に何がバックアップされるかは、バックアップ仕様でどのように
オブジェクトを選択するかによって異なります。

• クライアントシステム名の隣のチェックボックスを選択した場合､
[クライアントシステム]の種類の1つのバックアップオブジェ
クトが作成されます｡その結果、バックアップ時にDataProtector
は選択されたクライアントにマウントされているすべてのボリュー
ムを最初に検出してから、それらをバックアップします。Windows
クライアントの場合、CONFIGURATIONもバックアップされます。

• クライアントシステムにマウントされているすべてのボリュームを
別々に選択する場合、Filesystemタイプの個別バックアップオ
ブジェクトがボリュームごとに作成されます。その結果、バック
アップ時に、選択されたボリュームのみがバックアップされます。
バックアップ仕様が作成された後にクライアントにマウントされ
た可能性があるボリュームは、バックアップされません。

クライアントまたは
クライアントシステ
ム

セル内でData Protectorの機能を使用できるように構成された任意
のシステム。

クラスター対応アプ
リケーション

クラスターアプリケーションプログラミングインタフェースをサポート
しているアプリケーション。クラスター対応アプリケーションごとに、
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クリティカルリソースが宣言されます。これらのリソースには、ディス
クボリューム(MicrosoftCluster Serverの場合)、ボリュームグループ
(MC/ServiceGuardの場合)、アプリケーションサービス、IP名および
IPアドレスなどがあります。

クラスター連続レプ
リケーション

(Microsoft Exchange Server固有の用語)クラスター連続レプリ
ケーション(CCR)はクラスター管理とフェイルオーバーオプションを
使用して、ストレージグループの完全なコピー(CCRコピー)を作成
および維持する高可用性ソリューションです。ストレージグループ
は個別のサーバーに複製されます。CCRはExchangeバックエンド
サーバーで発生した単発箇所の障害を取り除きます。CCRコピー
が存在するパッシブExchangeServerノードでVSSを使用してバック
アップを実行すれば、アクティブノードの負荷が軽減されます。
CCRコピーへの切り替えは数秒で完了するため、CCRコピーはディ
ザスタリカバリに使用されます。複製されたストレージグループは、
Exchangeライターの新しいインスタンス(ExchangeReplication Service)
として表示され、元のストレージグループと同様にVSSを使用して
バックアップできます。
「ExchangeReplication Serviceおよびローカル連続レプリケーショ
ン」を参照。

グループ (Microsoft Cluster Server固有の用語)特定のクラスター対応
アプリケーションを実行するために必要なリソース(ディスクボリュー
ム、アプリケーションサービス、IP名およびIPアドレスなど)の集合。

グローバルオプショ
ンファイル

Data Protectorをカスタマイズするためのファイル。このファイルで
は、Data Protectorのさまざまな設定(特に、タイムアウトや制限)を
定義でき、その内容はDataProtectorセル全体に適用されます。こ
のファイルは、Data_Protector_program_data\Config\Server\Options
ディレクトリ(WindowsServer 2008の場合)、Data_Protector_home\
Config\Server\Optionsディレクトリ(その他のWindowsシステム)、
または/etc/opt/omni/server/optionsディレクトリ(HP-UX また
はSolaris システムの場合)のCellManagerに置かれています。

合成バックアップ データに関しては従来のフルバックアップと同じである合成フルバッ
クアップを、生産サーバーやネットワークに負担をかけずに出力す
るバックアップソリューション。合成フルバックアップは、前回のフル
バックアップと任意の数の増分バックアップを使用して作成されま
す。

合成フルバックアッ
プ

バックアップオブジェクトの復元チェーンが新たな合成フルバージョ
ンのオブジェクトにマージされる、オブジェクト集約処理の結果。合
成フルバックアップは、復元速度の面では従来のフルバックアップ
と同じです。
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コピーセット (HP StorageWorksEVA固有の用語)ローカルEVA上にあるソー
スボリュームとリモートEVA上にあるその複製とのペア。
「ソースボリューム、複製、およびCA+BCEVA」を参照。

コマンド行インタ
フェース(CLI)

CLIには、DOSコマンドやUNIXコマンドと同じようにシェルスクリプト
内で使用でできるコマンドが用意されています。これらを使用して、
DataProtectorの構成、バックアップ、復元、および管理の各タスク
を実行することができます。

再解析ポイント (Windows固有の用語)任意のディレクトリまたはファイルに関連
付けることができるシステム制御属性。再解析属性の値は、ユー
ザー制御データをとることができます。このデータの形式は、デー
タを保存したアプリケーションによって認識され、データの解釈用
にインストールされており、該当ファイルを処理するファイルシステ
ムフィルタによっても認識されます。ファイルシステムは、再解析ポ
イント付きのファイルを検出すると、そのデータ形式に関連付けら
れているファイルシステムフィルタを検索します。

再同期モード (HP StorageWorks Disk Array XP VSSプロバイダ固有の用
語)2つのXPVSSハードウェアプロバイダ操作モードの1つ。XPプロ
バイダが再同期モードであると、ソースボリューム(P-VOL)とその複
製(S-VOL)は、バックアップ後、中断ミラー関係になります。MU範
囲が0-2(つまり、0、1、2)の場合、ローテーションされる最大複製数
(P-VOL当たりのS-VOL数)は3となります。このような構成でのバッ
クアップからの復元は、S-VOLをそのP-VOLと再同期することに
よってのみ可能となります。
「VSS準拠モード, ソースボリューム、プライマリボリューム(P-VOL),
複製、セカンダリボリューム(S-VOL), MU番号、および複製セット
ローテーション」を参照。

サイト複製サービス (Microsoft Exchange Server固有の用語)ExchangeServer 5.5
ディレクトリサービスをエミュレートすることで、Microsoft Exchange
Server 5.5と互換性のあるMicrosoftExchange Server 2000/2003の
サービス。
「インフォメーションストアおよびキーマネージメントサービス」を参
照。

差分同期(再同期) (EMCSymmetrix固有の用語)BCVまたはSRDF制御操作。BCV
制御操作では、差分同期(IncrementalEstablish)により、BCVデバ
イスが増分的に同期化され、EMC Symmetrixミラー化メディアとし
て機能します。EMCSymmetrixデバイスは、事前にペアにしておく
必要があります。SRDF制御操作では、差分同期(Incremental
Establish)により、ターゲットデバイス(R2)が増分的に同期化され、
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EMCSymmetrixミラー化メディアとして機能します。EMC Symmetrix
デバイスは、事前にペアにしておく必要があります。

差分リストア (EMCSymmetrix固有の用語)BCVまたはSRDF制御操作。BCV
制御操作では、差分リストアにより、BCVデバイスがペア内の2番目
に利用可能な標準デバイスのミラーとして再割り当てされます。こ
れに対し、標準デバイスの更新時には、オリジナルのペアの分割
中にBCVデバイスに書き込まれたデータだけが反映され、分割中
に標準デバイスに書き込まれたデータはBCVミラーからのデータ
で上書きされます。SRDF制御操作では、差分リストアにより、ター
ゲットデバイス(R2)がペア内の2番目に利用可能なソースデバイス
(R1)のミラーとして再割り当てされます。これに対し、ソースデバイ
ス(R1)の更新時には、オリジナルのペアの分割中にターゲットデバ
イス(R2)に書き込まれたデータだけが反映され、分割中にソースデ
バイス(R1)に書き込まれたデータはターゲットミラー(R2)からのデー
タで上書きされます。

システムデータベー
ス

(Sybase固有の用語)Sybase SQL Serverを新規インストールする
と、以下の4種類のデータベースが生成されます。

• マスターデータベース(master)

• 一時データベース(tempdb)

• システムプロシージャデータベース(sybsystemprocs)

• モデルデータベース(model)

システムボリュー
ム/ディスク/パー
ティション

オペレーティングシステムファイルが格納されているボリューム/ディ
スク/パーティション。ただし、Microsoftの用語では、ブートプロセス
の開始に必要なファイルが入っているボリューム/ディスク/パーティ
ションをシステムボリューム/システムディスク/システムパーティショ
ンと呼んでいます。

システム復旧デー
タファイル

「SRDファイル」を参照。

システム状態 (Windows固有の用語)システム状態データには、レジストリ、COM+
クラス登録データベース、システム起動ファイル、および証明書サー
ビスデータベース(証明書サーバーの場合)が含まれます。サーバー
がドメインコントローラの場合は、ActiveDirectoryサービスとSYSVOL
ディレクトリもシステム状態データに含まれます。サーバーがクラス
ターサービスを実行している場合、システム状態データにはリソー
スレジストリチェックポイントとクォーラムリソースリカバリログが含ま
れ、最新のクラスターデータ情報が格納されます。
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事前割当てリスト メディアプール内のメディアのサブセットをバックアップに使用する
順に指定したリスト。

実行後 オブジェクトのバックアップ後、またはセッション全体の完了後にコ
マンドまたはスクリプトを実行するバックアップオプション。実行後コ
マンドは、DataProtectorで事前に用意されているものではありませ
ん。ユーザーは、コマンドを独自に作成する必要があります。
Windows上で動作する実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX上で動作するシェルスクリプトなどを使用できます。
「実行前」を参照。

実行前 オブジェクトのバックアップ前、またはセッション全体の開始前にコ
マンドまたはスクリプトを実行するバックアップオプション。実行前コ
マンドおよび実行後コマンドは、DataProtectorで事前に用意され
ているものではありません。ユーザーは、コマンドを独自に作成す
る必要があります。Windows上で動作する実行可能ファイルまたは
バッチファイル、UNIX上で動作するシェルスクリプトなどを使用で
きます。
「実行後」を参照。

実行前コマンドと実
行後コマンド

実行前コマンドおよび実行後コマンドは、バックアップセッションま
たは復元セッションの前後に付加的な処理を実行する実行可能
ファイルまたはスクリプトです。実行前コマンドおよび実行後コマン
ドは、DataProtectorで事前に用意されているものではありません。
ユーザーは、コマンドを独自に作成する必要があります。Windows
上で動作する実行可能ファイルまたはバッチファイル、UNIX上で
動作するシェルスクリプトなどを使用できます。

シャドウコピー (Microsoft VSS固有の用語)特定の時点におけるオリジナルボ
リューム(元のボリューム)の複製を表すボリューム。オリジナルボ
リュームからではなく、シャドウコピーからデータがバックアップされ
ます。オリジナルボリュームはバックアップ処理中も更新が可能で
すが、ボリュームのシャドウコピーは同じ内容に維持されます。
「Microsoft VolumeShadow Copy Serviceおよび複製」を参照。

シャドウコピーセッ
ト

(Microsoft VSS固有の用語)同じ時点で作成されたシャドウコ
ピーのコレクション。
「シャドウコピーおよび複製セット」を参照。

シャドウコピープロ
バイダ

(Microsoft VSS固有の用語)ボリュームシャドウコピーの作成と
表現を行うエンティティ。プロバイダは、シャドウコピーデータを所
有して、シャドウコピーを公開します。プロバイダは、ソフトウェア(シ
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ステムプロバイダなど)で実装することも、ハードウェア(ローカルディ
スクやディスクアレイ)で実装することもできます。
「シャドウコピー」を参照。

ジュークボックス 「ライブラリ」を参照。

ジュークボックスデ
バイス

光磁気メディアまたはファイルメディアを格納するために使用する、
複数のスロットからなるデバイス。ファイルメディアの格納に使用す
る場合、ジュークボックスデバイスは「ファイルジュークボックスデバ
イス」と呼ばれます。

集中型ライセンス Data Protectorでは、複数のセルからなるエンタープライズ環境全
体にわたって集中型ライセンスを構成できます。すべての
DataProtectorライセンスは、エンタープライズCell Managerシステ
ム上にインストールされます。ライセンスは、実際のニーズに応じて
エンタープライズCellManagerシステムから特定のセルに割り当て
ることができます。
「MoM」を参照。

循環ログ (Microsoft Exchange ServerおよびLotusDomino Server固有
の用語)循環ログは、Microsoft Exchange Serverデータベースおよ
びLotusDomino Serverデータベースモードの1つ。このモードでは、
トランザクションログファイルのコンテンツは、対応するデータがデー
タベースにコミットされると、定期的に上書きされます。循環ログに
より、ディスク記憶領域の要件が軽減されます。

証明書サーバー Windows 2000証明書サーバーをインストールして構成すると、クラ
イアントに証明書を提供することができます。証明書サーバーは、
エンタープライズ用の証明書を発行および管理するためのカスタ
マイズ可能なサービスを提供します。これらのサービスでは、公開
キーベースの暗号化技術で使用されている証明書の発行、取り消
し、および管理が可能です。

初期化 「フォーマット」を参照。

所有権 バックアップ所有権は、データを表示および復元するユーザーの
機能に影響を与えます。各バックアップセッションとその中でバック
アップされたすべてのデータはオーナーに割り当てられます。所有
者は、対話型バックアップを開始するユーザー、CRSプロセスを実
行するときに使用するアカウント、またはバックアップ仕様オプショ
ンで所有者として指定されたユーザーです。
ユーザーが既存のバックアップ仕様を修正せずにそのまま起動し
た場合、そのバックアップセッションは対話型とみなされません。
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ユーザーがバックアップ仕様を修正して起動すると、以下の条件が
成立しない限り、そのユーザーがオーナーになります。

• そのユーザーが[セッションの所有権を切り替え]ユーザー権限
を持っている。

• バックアップ仕様内でバックアップセッションオーナーを明示的
に定義するには、ユーザー名、グループ名またはドメイン名、
およびシステム名を指定します。

UNIXCell Manager上でスケジュールしたバックアップの場合、上記
の条件が成立しない限り、root: sysがセッションオーナーになりま
す。
Windows Cell Manager上でスケジューリングしたバックアップの場
合は、上記の条件が成立していない限り、インストール時に指定さ
れたユーザーがセッションオーナーになります。

スイッチオーバー 「フェイルオーバー」を参照。

スキャン デバイス内のメディアを識別する機能。これにより、MMDBを、選択
した位置(たとえば、ライブラリ内のスロット)に実際に存在するメディ
アと同期させることができます。デバイスに含まれる実際のメディア
をスキャンしてチェックすると、第三者がDataProtectorを使用せず
にメディアを操作(挿入または取り出しなど)していないかどうかなど
を確認できます。

スケジューラ 自動バックアップの実行タイミングと頻度を制御する機能。スケジュー
ルを設定することで、バックアップの開始を自動化できます。

スタッカー メディア記憶用の複数のスロットを備えたデバイス。通常は、1ドライ
ブ構成です。スタッカーは、スタックからシーケンシャルにメディア
を選択します。これに対し、ライブラリはレポジトリからメディアをラン
ダムに選択します。

スタンドアロンファイ
ルデバイス

ファイルデバイスとは、ユーザーがデータのバックアップに指定し
たディレクトリにあるファイルのことです。

ストレージグループ (Microsoft Exchange Server固有の用語)同じログファイルを共
有する複数のメールボックスストアとパブリックフォルダストアのコレ
クション。ExchangeServerでは、各ストレージグループを個別のサー
バープロセスで管理します。

ストレージボリュー
ム

(ZDB固有の用語)ストレージボリュームは、オペレーティングシス
テムまたはボリューム管理システム、ファイルシステム、または他の
オブジェクトが存在可能なその他のエンティティに提供可能なオブ
ジェクトを表します(たとえば仮想化技法)。ボリューム管理システム、
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ファイルシステムはこの記憶域に構築されます。これらは通常、ディ
スクアレイなどの記憶システム内に作成または存在します。

スナップショット (HP StorageWorks VAおよびHPStorageWorks EVA固有の
用語)スナップショット作成技法を使用して作成された複製の形式。
使用するアレイ/技法に応じて、特徴の異なるさまざまな種類のス
ナップショットが使用できます。このような複製は動的で、スナップ
ショットの種類と作成からの経過時間によって、仮想コピーにある
か、ソースボリュームの内容に引き続き依存するか、または独立し
た正確な複製(クローン)になります。
「複製およびスナップショット作成」を参照。

スナップショットの
バックアップ

「テープへのZDB、ディスクへのZDB、およびディスク/テープへの
ZDB」を参照。

(HPStorageWorks
VAおよびHP
StorageWorks
EVA固有の用語)

スナップショット作
成

(HP StorageWorks VAおよびHPStorageWorks EVA固有の
用語)複製を作成する技法で、ストレージ仮想化技法を使用して、
ソースボリュームのコピーが作成されます。複製はある一時点で作
成されたものとみなされ、事前構成することなく、即座に使用できま
す。ただし、通常は複製作成後もコピープロセスはバックグラウンド
で継続されます。
「スナップショット」を参照。

スパースファイル ブロックが空の部分を含むファイル。例として、データの一部または
大部分にゼロが含まれるマトリクス、イメージアプリケーションからの
ファイル、高速データベースなどがあります。スパースファイルの処
理を復元中に有効にしておかないと、スパースファイルを復元でき
なくなる可能性があります。

スプリットミラー (EMC SymmetrixおよびHPStorageWorks Disk Array XP固
有の用語)スプリットミラー技法を使用して作成した複製。複製によ
り、ソースボリュームの内容について独立した正確な複製(クローン)
が作成されます。
「複製およびスプリットミラーの作成」を参照。

スプリットミラーの
作成

(EMC SymmetrixおよびHPStorageWorks Disk Array XP固
有の用語)事前構成したターゲットボリュームのセット(ミラー)を、
ソースボリュームの内容の複製が必要になるまでソースボリューム
のセットと同期化し続ける複製技法。その後、同期を停止(ミラーを
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分割)すると、分割時点でのソースボリュームのスプリットミラー複製
はターゲットボリュームに残ります。
「スプリットミラー」を参照。

スプリットミラーバッ
クアップ

「テープへのZDB」を参照。

(EMCSymmetrix
固有の用語)

スプリットミラーバッ
クアップ(HP

「テープへのZDB、ディスクへのZDBおよびディスク/テープへの
ZDB」を参照。

StorageWorks
Disk Array XP固
有の用語)

スプリットミラー復
元

(EMC SymmetrixおよびHP StorageWorks DiskArray XP固
有の用語)テープへのZDBセッションまたはディスク/テープへの
ZDBセッションでバックアップされたデータをテープメディアからス
プリットミラー複製へ復元し、その後ソースボリュームに同期させる
プロセス。この方法では、完全なセッションを復元することも個々の
バックアップオブジェクトを復元することも可能です。
「テープへのZDB、ディスク+テープへのZDBおよび複製」を参照。

スマートコピー (VLS固有の用語)仮想テープから物理テープライブラリへ作成さ
れたバックアップデータのコピー。スマートコピーのプロセスによっ
て、DataProtectorではソースメディアとターゲットメディアを区別で
きるため、メディア管理が可能になります。
「仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

スマートコピープー
ル

(VLS固有の用語)指定されたソース仮想ライブラリに対してどの
コピー先ライブラリスロットをスマートコピーターゲットとして使用で
きるかどうかを定義するプール。
「仮想ライブラリシステム(VLS)およびスマートコピー」を参照。

スレッド (Microsoft SQL Server固有の用語)1つのプロセスのみに属す
る実行可能なエンティティ。プログラムカウンタ、ユーザーモードス
タック、カーネルモードスタック、および1式のレジスタ値からなりま
す。同じプロセス内で複数のスレッドを同時に実行できます。

スロット ライブラリ内の機械的位置。各スロットがDLTテープなどのメディア
を1つずつ格納できます。Data Protectorでは、各スロットを番号で
参照します。メディアを読み取るときには、ロボット機構がメディアを
スロットからドライブに移動します。
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制御ファイル (OracleおよびSAP R/3固有の用語)データベースの物理構造
を指定するエントリが記述されたOracleデータファイル。復旧に使
用するデータベース情報の整合性を確保できます。

セカンダリボリュー
ム(S-VOL)

(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)セカンダリボ
リューム(S-VOL)は、別のLDEV(P-VOL)のセカンダリなCAミラーま
たはBCミラーの役割を果たすXPLDEVです。CAの場合、S-VOL
をMetroCluster構成内のフェイルオーバーデバイスとして使うこと
ができます。S-VOLには、P-VOLによって使用されるアドレスとは
異なる、個別のSCSIアドレスが割り当てられます。
「プライマリボリューム(P-VOL)およびMain Control Unit(MCU)」を
参照。

セッション 「バックアップセッション、メディア管理セッションおよび復元セッショ
ン」を参照。

セッションID バックアップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト集約、オブジェ
クト検証、またはメディア管理セッションの識別子で、セッションを実
行した日付と一意の番号から構成されます。

セッションキー 実行前スクリプトおよび実行後スクリプト用の環境変数。 Data
Protectorプレビューセッションを含めたセッションを一意に識別し
ます。セッションキーはデータベースに記録されず、omnimnt,
omnistat、およびomniabortコマンドのオプション指定に使用され
ます。

セル 1台のCell Managerに管理されているシステムの集合。セルには、
一般に、同じLANに接続されたサイトや組織エンティティ上のシス
テムが含まれます。集中管理によるバックアップおよび復元のポリ
シーやタスクの管理が可能です。

ゼロダウンタイム
バックアップ(ZDB)

ディスクアレイにより実現したデータ複製技術を用いて、アプリケー
ションシステムのバックアップ処理の影響を最小限に抑えるバック
アップアプローチ。バックアップされるデータの複製がまず作成さ
れます。その後のすべてのバックアップ処理は、元のデータではな
く複製データを使って実行し、アプリケーションシステムは通常の
処理に復帰します。
「ディスクへのZDB、テープへのZDB、ディスク+テープへのZDB、
およびインスタントリカバリ」を参照。

増分1メールボック
スバックアップ

増分1メールボックスバックアップでは、前回のフルバックアップ以
降にメールボックスに対して行われた変更をすべてバックアップし
ます。
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増分ZDB ファイルシステムZDBからテープへ、またはZDBからディスク+テー
プへのセッション。前回の保護されたフルバックアップまたは増分
バックアップからの変更のみがテープにストリーミングされます。
「フルZDB」を参照。

増分バックアップ (Microsoft Exchange Server固有の用語)前回のフルバックアッ
プまたは増分バックアップ以降の変更だけをバックアップする
MicrosoftExchange Serverデータのバックアップ。増分バックアップ
では、バックアップ対象はトランザクションログだけです。
「バックアップの種類」を参照。

増分バックアップ 前回のバックアップ以降に変更があったファイルだけを選択する
バックアップ。増分バックアップには複数のレベルがあり、復元チェー
ンの長さを細かく制御できます。
「バックアップの種類」を参照。

増分メールボックス
バックアップ

増分メールボックスバックアップでは、前回の各種バックアップ以降
にメールボックスに対して行われた変更をすべてバックアップしま
す。

ソースデバイス(R1) (EMCSymmetrix固有の用語)ターゲットデバイス(R2)とのSRDF
操作に参加するEMCSymmetrixデバイス。このデバイスに対するす
べての書き込みは、リモートEMC Symmetrixユニット内のターゲット
デバイス(R2)にミラー化されます。R1デバイスは、RDF1グループタ
イプに割り当てる必要があります。
「ターゲットデバイス(R2)」を参照。

ソースボリューム (ZDB固有の用語)複製されるデータを含むストレージボリューム。

ターゲットシステム (ディザスタリカバリ固有の用語)コンピュータの障害が発生した
後のシステム。ターゲットシステムは、ブート不能な状態になってい
ることが多く、そのような状態のシステムを元のシステム構成に戻す
ことがディザスタリカバリの目標となります。クラッシュしたシステムが
そのままターゲットシステムになるのではなく、正常に機能していな
いハードウェアをすべて交換することで、クラッシュしたシステムが
ターゲットシステムになります。

ターゲットデータ
ベース

(Oracle固有の用語)RMANでは、バックアップまたは復元対象の
データベースがターゲットデータベースとなります。

ターゲットデバイス
(R2)

(EMCSymmetrix固有の用語)ターゲットデバイス(R1)とのSRDF
操作に参加するEMCSymmetrixデバイス。リモートEMC Symmetrix
ユニット内に置かれます。ローカルEMC Symmetrixユニット内でソー
スデバイス(R1)とペアになり、ミラー化ペアから、すべての書き込み
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データを受け取ります。このデバイスは、通常のI/O操作ではユー
ザーアプリケーションからアクセスされません。R2デバイスは、RDF2
グループタイプに割り当てる必要があります。
「ソースデバイス(R1)」を参照。

ターゲットボリュー
ム

(ZDB固有の用語)複製されるデータを含むストレージボリューム。

ターミナルサービス (Windows固有の用語)Windowsのターミナルサービスは、サー
バー上で実行されている仮想Windowsデスクトップセッションと
Windowsベースのプログラムにクライアントからアクセスできるマル
チセッション環境を提供します。

ダイレクトバックアッ
プ

SCSI Extended Copy (Xcopy)コマンドを使用してディスクからテー
プ(または他の2次ストレージ)へのデータの直接移動を効率化す
る、SANベースのバックアップソリューション。ダイレクトバックアップ
は、SAN環境内のシステムへのバックアップI/O負荷を軽減します。
ディスクからテープ(または他の2次ストレージ)へのデータの直接移
動をSCSIExtended Copy (XCopy)コマンドで効率化します。このコ
マンドは、ブリッジ、スイッチ、テープライブラリ、ディスクサブシステ
ムなど、インフラストラクチャの各要素でサポートされています。
「XCopyエンジン」を参照。

チャンネル (Oracle固有の用語)Oracle RecoveryManagerリソース割り当て。
チャンネルが割り当てられるごとに、新しいOracleプロセスが開始
され、そのプロセスを通じてバックアップ、復元、および復旧が行わ
れます。割り当てられるチャンネルの種類によって、使用するメディ
アの種類が決まります。

• diskタイプ

• sbt_tapeタイプ

OracleがData Protectorと統合されており、指定されたチャンネル
の種類がsbt_tapeタイプの場合は、上記のサーバープロセスがData
Protectorに対してバックアップの読み取りとデータファイルの書き
込みを試行します。

ディザスタリカバリ クライアントのメインシステムディスクを(フル)バックアップの実行時
に近い状態に復元するためのプロセスです。

ディザスタリカバリ
オペレーティングシ
ステム(DR OS)

「DR OS」を参照。
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ディザスタリカバリ
の段階0

ディザスタリカバリの準備(ディザスタリカバリを成功させるための必
須条件)。

ディザスタリカバリ
の段階1

DR OSのインストールと構成(以前の記憶領域構造の構築)。

ディザスタリカバリ
の段階2

オペレーティングシステム(環境を定義する各種の構成情報を含む)
とData Protectorの復元。

ディザスタリカバリ
の段階3

ユーザーデータとアプリケーションデータの復元。

ディスク+テープへ
のZDB

(ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。
ディスクへのZDBと同様に、作成された複製が特定の時点でのソー
スボリュームのバックアップとしてディスクアレイに保持されます。た
だし、テープへのZDBと同様、複製データはバックアップメディアに
もストリーミングされます。このバックアップ方法を使用した場合、同
じセッションでバックアップしたデータは、インスタントリカバリ、
DataProtector標準のテープからの復元を使用して復元できます。
スプリットミラーアレイではスプリットミラー復元が可能です。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、ディスクへのZDB、テープへ
のZDB、インスタントリカバリ、複製、および複製セットローテーショ
ン」を参照。

ディスクイメージ
(rawディスク)のバッ
クアップ

ディスクイメージのバックアップでは、ファイルがビットマップイメー
ジとしてバックアップされるので、高速バックアップが実現します。
ディスクイメージ(rawディスク)バックアップでは、ディスク上のファイ
ルおよびディレクトリの構造はバックアップされませんが、ディスクイ
メージ構造がバイトレベルで保存されます。ディスクイメージバック
アップは、ディスク全体か、またはディスク上の特定のセクションを
対象にして実行できます。

ディスククォータ コンピュータシステム上のすべてのユーザーまたはユーザーのサ
ブセットに対してディスクスペースの消費を管理するためのコンセ
プト。このコンセプトは、いくつかのオペレーティングシステムプラッ
トフォームで採用されています。

ディスクグループ (Veritas Volume Manager固有の用語)VxVMシステムのデータ
ストレージの基本ユニット。ディスクグループは、1つまたは複数の
物理ボリュームから作成できます。同じシステム上に複数のディス
クグループを置くことができます。

ディスクステージン
グ

データをいくつかの段階に分けてバックアップする処理。これによ
り、バックアップと復元のパフォーマンスが向上し、バックアップデー
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タの格納費用が節減され、データの可用性と復元時のアクセス性
が向上します。バックアップステージは、最初に1種類のメディア(た
とえば、ディスク)にデータをバックアップし、その後データを異なる
種類のメディア(たとえば、テープ)にコピーすることから構成されま
す。

ディスクへのZDB (ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。作
成された複製が、特定の時点でのソースボリュームのバックアップ
としてディスクアレイに保持されます。同じバックアップ仕様を使っ
て別の時点で作成された複数の複製を、複製セットに保持するこ
とができます。テープにZDBした複製はインスタントリカバリプロセ
スで復元できます。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、テープへのZDB、ディスク+
テープへのZDB、インスタントリカバリ、および複製セットローテー
ション」を参照。

ディファレンシャル
バックアップ

(Microsoft SQL Server固有の用語)前回のフルデータベース
バックアップ以降にデータベースに対して加えられた変更だけを記
録するデータベースバックアップ。
「バックアップの種類」を参照。

ディファレンシャル
バックアップ

前回のフルバックアップより後の変更をバックアップする増分バック
アップ。このバックアップを実行するには、増分1バックアップを指
定します。
「増分バックアップ」を参照。

ディレクトリ接合 (Windows固有の用語)ディレクトリ接合は、Windowsの再解析ポ
イントのコンセプトに基づいています。NTFS5ディレクトリ接合では、
ディレクトリ/ファイル要求を他の場所にリダイレクトできます。

データストリーム 通信チャンネルを通じて転送されるデータのシーケンス。

データファイル (OracleおよびSAPR/3固有の用語)Oracleによって作成される
物理ファイル。表や索引などのデータ構造を格納します。データ
ファイルは、1つのOracleデータベースにのみ所属できます。

データベースサー
バー

大規模なデータベース(SAP R/3データベースやMicrosoft SQL
データベースなど)が置かれているコンピュータ。サーバー上のデー
タベースへは、クライアントからアクセスできます。

データベースの並
列処理(数)

十分な台数のデバイスが利用可能で、並列バックアップを実行で
きる場合には、複数のデータベースが同時にバックアップされま
す。
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データベースの差
分バックアップ

前回のフルデータベースバックアップ以降にデータベースに対し
て加えられた変更だけを記録するデータベースバックアップ。

データベースライブ
ラリ

Data Protectorのルーチンのセット。Oracle Serverのようなオンライ
ンデータベース統合ソフトウェアのサーバーとDataProtectorの間
でのデータ転送を可能にします。

データ保護 メディア上のバックアップデータを保護する期間を定義します。この
期間中は、データが上書きされません。保護期限が切れると、それ
以降のバックアップセッションでメディアを再利用できるようになりま
す。
「カタログ保護」を参照。

データ複製(DR)グ
ループ

(HP StorageWorks EVA固有の用語)EVA仮想ディスクの論理
グループ。共通の性質を持ち、同じCAEVAログを共有していれば、
最大8組のコピー セットを含めることができます。
「コピーセット」を参照。

テープなしのバック
アップ(ZDB固有
の用語)

「ディスクへのZDB」を参照。

テープへのZDB (ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。作
成された複製が、バックアップメディア(通常はテープ)にストリーミン
グされます。このバックアップ形式ではインスタントリカバリはできま
せんが、バックアップ終了後にディスクアレイ上に複製を保持する
必要がありません。バックアップデータはDataProtector標準のテー
プからの復元を使用して復元できます。スプリットミラーアレイでは、
スプリットミラー復元も使用することができます。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、ディスクへのZDB、インスタン
トリカバリ、ディスク+テープへのZDB、および複製」を参照。

デバイス ドライブまたはより複雑な装置(ライブラリなど)を格納する物理装置。

デバイスグループ (EMC Symmetrix固有の用語)複数のEMCSynnetrixデバイスを
表す論理ユニット。デバイスは1つのデバイスグループにしか所属
できません。デバイスグループのデバイスは、すべて同じ
EMCSymmetrix装置に取り付けられている必要があります。デバイ
スグループにより、利用可能なEMC Symmetrixデバイスのサブセッ
トを指定し、使用することができます。

デバイスストリーミ
ング

デバイスがメディアへ十分な量のデータを継続して送信できる場
合、デバイスはストリーミングを行います。そうでない場合は、デバ
イスはテープを止めてデータが到着するのを待ち、テープを少し巻
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き戻した後、テープへの書込みを再開します。言い換えると、テー
プにデータを書き込む速度が、コンピュータシステムがデバイスへ
データを送信する速度以下の場合、デバイスはストリーミングを行
います。ストリーミングは、スペースの使用効率とデバイスのパフォー
マンスを大幅に向上します。

デバイスチェーン デバイスチェーンは、シーケンシャルに使用するように構成された
複数のスタンドアロンデバイスからなります。デバイスチェーンに含
まれるデバイスのメディアで空き容量がなくなると、自動的に次の
デバイスのメディアに切り替えて、バックアップを継続します。

デルタバックアップ ディファレンシャルバックアップ(delta backup)では、前回の各種バッ
クアップ以降にデータベースに対して加えられたすべての変更が
バックアップされます。
「バックアップの種類」を参照。

統合ソフトウェアオ
ブジェクト

OracleまたはSAP DBなどのData Protector統合ソフトウェアのバッ
クアップオブジェクト。

同時処理数 「Disk Agentの同時処理数」を参照。

ドメインコントローラ ユーザーのセキュリティを保護し、別のサーバーグループ内のパス
ワードを検証するネットワーク内のサーバー。

ドライブ コンピュータシステムからデータを受け取って、磁気メディア(テー
プなど)に書き込む物理装置。データをメディアから読み取って、コ
ンピュータシステムに送信することもできます。

ドライブのインデッ
クス

ライブラリデバイス内のドライブの機械的な位置を識別するための
数字。ロボット機構によるドライブアクセスは、この数に基づいて制
御されます。

ドライブベースの暗
号化

Data Protectorのドライブベースの暗号化では、ドライブの暗号化
機能が使用されます。バックアップの実行中、ドライブではメディア
に書き込まれるデータとメタデータの両方が暗号化されます。

トランザクション 一連のアクションを単一の作業単位として扱えるようにするための
メカニズム。データベースでは、トランザクションを通じて、データ
ベースの変更を追跡します。

トランザクションバッ
クアップ

(SybaseおよびSQL固有の用語トランザクションログをバックアッ
プすること。トランザクションログには、前回のフルバックアップまた
はトランザクションバックアップ以降に発生した変更が記録されま
す。
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トランザクションバッ
クアップ

トランザクションバックアップは、一般に、データベースのバックアッ
プよりも必要とするリソースが少ないため、データベースのバックアッ
プよりもより高い頻度で実行できます。トランザクションバックアップ
を適用することで、データベースを問題発生以前の特定の時点の
状態に復旧することができます。

トランザクションロ
グ

(Data Protector固有の用語)IDBに対する変更を記録します。
IDB復旧に必要なトランザクションログファイル(前回のIDBバックアッ
プ以降に作成されたトランザクションログ)が失われることがないよう
に、トランザクションログのアーカイブを有効化しておく必要があり
ます。

トランザクションロ
グテーブル

(Sybase固有の用語)データベースに対するすべての変更が自
動的に記録されるシステムテーブル。

トランザクションロ
グバックアップ

トランザクションログバックアップは、一般に、データベースのバック
アップよりも必要とするリソースが少ないため、データベースのバッ
クアップよりもより高い頻度で実行できます。トランザクションログバッ
クアップを用いることにより、データベースを特定の時点の状態に
復旧できます。

トランザクションロ
グファイル

データベースを変更するトランザクションを記録するファイル。デー
タベースが破損した場合にフォールトトレランスを提供します。

トランスポータブル
スナップショット

(Microsoft VSS固有の用語)アプリケーションシステム上に作成
されるシャドウコピー。このシャドウコピーは、バックアップを実行す
るバックアップシステムに提供できます。
「Microsoft VolumeShadow Copy Service (VSS)」を参照。

ハートビート 特定のクラスターノードの動作ステータスに関する情報を伝達する
タイムスタンプ付きのクラスターデータセット。このデータセット(パ
ケット)は、すべてのクラスターノードに配布されます。

ハードリカバリ (Microsoft Exchange Server固有の用語)トランザクションログ
ファイルを使用し、データベースエンジンによる復元後に実行され
るMicrosoftExchange Serverのデータベース復旧。

配布ファイルメディ
ア形式

ファイルライブラリで利用できるメディア形式。仮想フルバックアップ
と呼ばれる容量効率のいい合成バックアップをサポートしています。
この形式を使用することは、仮想フルバックアップにおける前提条
件です。
「仮想フルバックアップ」を参照。
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バックアップAPI Oracleのバックアップ/復元ユーティリティとバックアップ/復元メディ
ア管理層の間にあるOracleインタフェース。このインタフェースに
よってルーチンのセットが定義され、バックアップメディアのデータ
の読み書き、バックアップファイルの作成や検索、削除が行えるよ
うになります。

バックアップID 統合ソフトウェアオブジェクトの識別子で、統合ソフトウェアオブジェ
クトのバックアップのセッションIDと一致します。バックアップIDは、
オブジェクトのコピー、エクスポート、またはインポート時に保存され
ます。

バックアップオー
ナー

IDBの各バックアップオブジェクトにはオーナーが定義されていま
す。デフォルトのオーナーは、バックアップセッションを開始したユー
ザーです。

バックアップオブ
ジェクト

1つのディスクボリューム(論理ディスクまたはマウントポイント)から
バックアップされた項目すべてを含むバックアップ単位。バックアッ
プ項目は、任意の数のファイル、ディレクトリ、ディスク全体またはマ
ウントポイントの場合が考えられます。また、バックアップオブジェク
トはデータベース/アプリケーションエンティティまたはディスクイメー
ジ(rawディスク)の場合もあります。
バックアップオブジェクトは以下のように定義されます。

• クライアント名:バックアップオブジェクトが保存されるData Pro-
tectorクライアントのホスト名

• マウントポイント: ファイルシステムオブジェクトを対象とする場
合—バックアップオブジェクトが存在するクライアント(Windowsで
はドライブ、UNIXではマウントポイント)上のディレクトリ構造に
おけるアクセスポイント。統合オブジェクトを対象とする場合—
バックアップストリームID。バックアップされたデータベース項
目/アプリケーション項目を示します。

• 説明: ファイルシステムオブジェクトを対象とする場合—同一の
クライアント名とマウントポイントを持つオブジェクトを一意に定
義します。統合オブジェクトを対象とする場合—統合の種類を
表示します(例:SAPまたはLotus)。

• 種類:バックアップオブジェクトの種類。ファイルシステムオブジェ
クトを対象とする場合—ファイルシステムの種類(例:WinFS)。統
合オブジェクトを対象とする場合—「Bar」

バックアップシステ
ム

(ZDB固有の用語)1つ以上のアプリケーションシステムのターゲッ
トボリュームに接続しているシステム。典型的なバックアップシステ
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ムは、バックアップデバイスに接続され、複製内のデータのバック
アップを実行します。
「アプリケーションシステム、ターゲットボリュームおよび複製」を参
照。

バックアップセッショ
ン

データのコピーを記憶メディア上に作成するプロセス。バックアップ
仕様に処理内容を指定することも、対話式に操作を行うこと(対話
式セッション)もできます。1つのバックアップ仕様の中で複数のクラ
イアントが構成されている場合、すべてのクライアントが同じバック
アップの種類(フルまたは増分)を使って、1回のバックアップセッショ
ンで同時にバックアップされます。バックアップセッションの結果、1
式のメディアにバックアップデータが書き込まれます。これらのメディ
アは、バックアップセットまたはメディアセットとも呼ばれます。
「バックアップ仕様、増分バックアップ、およびフル バックアップ」を
参照。

バックアップセット (Oracle固有の用語)RMANバックアップコマンドを使用して作成
したバックアップファイルの論理グループ。バックアップセットは、
バックアップに関連したすべてのファイルのセットです。これらのファ
イルはパフォーマンスを向上するため多重化することができます。
バックアップセットにはデータファイルまたはアーカイブログのいず
れかを含めることができますが、両方同時に使用できません。

バックアップセット バックアップに関連したすべての統合ソフトウェアオブジェクトのセッ
トです。

バックアップチェー
ン

「復元チェーン」を参照。

バックアップデバイ
ス

記憶メディアに対するデータの読み書きが可能な物理デバイスを
Data Protectorで使用できるように構成したもの。たとえば、スタン
ドアロンDDS/DATドライブやライブラリなどをバックアップデバイス
として使用できます。

バックアップの種類 「増分バックアップ、ディファレンシャルバックアップ、トランザクショ
ンバックアップ、フルバックアップおよびデルタバックアップ」を参
照。

バックアップビュー Data Protectorでは、バックアップ仕様のビューを切り替えることが
できます。
[種類別]を選択すると、バックアップ/テンプレートで利用できるデー
タの種類に基づいたビューが表示されます。(デフォルト)
[グループ別]を選択すると、バックアップ仕様/テンプレートの所属
先のグループに基づいたビューが表示されます。
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[名前別]を選択すると、バックアップ仕様/テンプレートの名前に基
づいたビューが表示されます。
[Manager別](MoMの実行時のみ有効) を選択すると、バックアップ
仕様/テンプレートの所属先のCell Managerに基づいたビューが表
示されます。

バックアップ世代 1つのフルバックアップとそれに続く増分バックアップを意味します。
次のフルバックアップが行われると、世代が新しくなります。

バックアップ仕様 バックアップ対象オブジェクトを、使用するデバイスまたはドライブ
のセット、仕様内のすべてのオブジェクトに対するバックアップオプ
ション、およびバックアップを行いたい日時とともに指定したリスト。
オブジェクトとなるのは、ディスクやボリューム全体、またはその一
部、たとえばファイル、ディレクトリ、Windowsレジストリなどです。イ
ンクルードリストおよびエクスクルードリストを使用して、ファイルを選
択することもできます。

パッケージ (MC/ServiceGuardおよびVeritas Cluster固有の用語)特定の
クラスター対応アプリケーションを実行するために必要なリソース(ボ
リュームグループ、アプリケーションサービス、IP名およびIPアドレ
スなど)の集合。

パブリック/プライ
ベートバックアップ
データ

バックアップを構成する際は、バックアップデータをパブリックまた
はプライベートのいずれにするかを選択できます。

パブリックデータ － すべてのData Protectorユーザーに対し
てアクセスと復元が許可されます。

•

• プライベートデータ － バックアップの所有者および管理者に
対してのみ表示と復元が許可されます。

パブリックフォルダ
ストア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)インフォメーションス
トアのうち、パブリックフォルダ内の情報を維持する部分。パブリッ
クフォルダストアは、バイナリリッチテキスト.edbファイルと、ストリー
ミングネイティブインターネットコンテンツを格納する.stmファイルか
ら構成されます。

ファーストレベルミ
ラー

(HP StorageWorksディスクアレイXP固有の用
語)HPStorageWorks Disk Array XPでは、プライマリボリュームのミ
ラーコピーは3つまで作成することができ、このコピー1つごとにさら
に2つのコピーを作成できます。最初の3つのミラーコピーはファー
ストレベルミラーと呼ばれます。
「プライマリボリュームおよびMU番号」を参照。
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ファイバーチャネル ファイバーチャネルは、高速のコンピュータ相互接続に関するANSI
標準です。光ケーブルまたは銅線ケーブルを使って、大容量デー
タファイルを高速で双方向送信でき、数km離れたサイト間を接続
できます。ファイバーチャネルは、ノード間を3種類の物理トポロジー
(ポイントツーポイント、ループ、スイッチ式)で接続できます。

ファイルシステム ハードディスク上に一定の形式で保存されたファイルの集まり。ファ
イルシステムは、ファイル属性とファイルの内容がバックアップメディ
アに保存されるようにバックアップされます。

ファイルジューク
ボックスデバイス

ファイルメディアを格納するために使用する、複数のスロットからな
るディスク上に存在するデバイス。

ファイルツリー
ウォーク

(Windows固有の用語)どのオブジェクトが作成、変更、または削
除されたかを判断するためにファイルシステムを巡回する処理。

ファイルデポ バックアップからファイルライブラリデバイスまでのデータを含むファ
イル。

ファイルバージョン フルバックアップや増分バックアップでは、ファイルが変更されてい
る場合、同じファイルが複数回バックアップされます。バックアップ
のロギングレベルとして[すべてログに記録]を選択している場合は、
ファイル名自体に対応する1つのエントリとファイルの各バージョン
に対応する個別のエントリがIDB内に維持されます。

ファイルライブラリ
デバイス

複数のメディアからなるライブラリをエミュレートするディスク上に存
在するデバイス。ファイルデポと呼ばれる複数のファイルが格納さ
れます。

ファイル複製サービ
ス(FRS)

Windowsサービスの1つ。ドメインコントローラのストアログオンスクリ
プトとグループポリシーを複製します。また、分散ファイルシステム
(DFS)共有をシステム間で複製したり、任意のサーバーから複製作
業を実行することもできます。

ブートボリューム/
ディスク/パーティ
ション

ブートプロセスの開始に必要なファイルが入っているボリューム/
ディスク/パーティション。Microsoftの用語では、オペレーティング
システムファイルが入っているボリューム/ディスク/パーティション
をブートボリューム/ブートディスク/ブートパーティションと呼んでい
ます。

フェイルオーバー (HP StorageWorks EVA固有の用語)CA+BCEVA構成におけ
るソースとあて先の役割を逆にする操作。
「CA+BC、EVA」を参照。
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フェイルオーバー あるクラスターノードから別のクラスターノードに最も重要なクラス
ターデータ(Windowsの場合はグループ、UNIXの場合はパッケー
ジ)を転送すること。フェイルオーバーは、主に、プライマリノードの
ソフトウェア/ハードウェア障害発生時や保守時に発生します。

フォーマット メディアをData Protectorで使用できるように初期化するプロセス。
メディア上の既存データはすべて消去されます。メディアに関する
情報(メディアID、説明、場所)は、IDBおよび該当するメディア(メ
ディアヘッダー)に保存されます。DataProtectorのメディアは、保護
の期限が切れるか、またはメディアの保護が解除されるかメディア
がリサイクルされるまで、フォーマットされません。

負荷調整 デフォルトでは、デバイスが均等に使用されるように、バックアップ
用に選択されたデバイスの負荷(使用率)が自動的に調整されま
す。負荷調整では、各デバイスに書き込まれるオブジェクトの個数
を調整することで、使用率を最適化します。負荷調整はバックアッ
プ時に自動的に実行されるので、データが実際にどのようにバック
アップされるかを管理する必要はありません。使用するデバイスを
指定する必要があるだけです。負荷調整機能を使用しない場合
は、バックアップ仕様に各オブジェクトに使用するデバイスを選択
できます。DataProtectorは、指定した順にデバイスにアクセスしま
す。

復元セッション バックアップメディアからクライアントシステムにデータをコピーする
プロセス。

復元チェーン 特定の時点までのバックアップオブジェクトの復元に必要なバック
アップすべて。復元チェーンは、オブジェクトのフルバックアップ1
つと、任意の数の増分バックアップで構成されます。

複製 (ZDB固有の用語)ユーザー指定のバックアップオブジェクトを含
む、特定の時点におけるソースボリュームのデータのイメージ。イ
メージは、作成するハードウェアまたはソフトウェアによって、物理
ディスクレベルでの記憶ブロックの独立した正確な複製(クローン)
になる(スプリットミラーやスナップクローンなど)場合もあれば、仮想
コピーになる(スナップショットなど)場合もあります。基本的なオペ
レーティングシステムの観点からすると、バックアップオブジェクトを
含む物理ディスク全体が複製されます。しかし、UNIXでボリューム
マネージャを使用するときは、バックアップオブジェクトを含むボ
リュームまたはディスクグループ全体が複製されます。Windowsで
パーティションを使用する場合、選択したパーティションを含む物
理ボリューム全体が複製されます。
「スナップショット、スナップショット作成、スプリットミラー、およびス
プリットミラーの作成」を参照。
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複製セット (ZDB固有の用語)同じバックアップ仕様を使って作成される複製
のグループ。
「複製および複製セットローテーション」を参照。

複製セットローテー
ション

(ZDB固有の用語)通常のバックアップ作成のために継続的に複
製セットを使用すること。複製セットの使用を必要とする同一のバッ
クアップ仕様が実行されるたびに、新規の複製がセットの最大数に
なるまで作成され、セットに追加されます。その後、セット内の最も
古い複製は置き換えられ、セット内の複製の最大数が維持されま
す。
「複製および複製セット」を参照。

物理デバイス ドライブまたはより複雑な装置(ライブラリなど)を格納する物理装置。

プライマリボリュー
ム(P-VOL)

(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)CAとBC構成
用のプライマリボリュームとしての役割を果たす標準HPStorageWorks
XP Disk Array XP LDEV。P-VOLはMCU内に配置されています。
「セカンダリボリューム(S-VOL)およびMain Control Unit (MCU)」を
参照。

フラッシュリカバリ
領域

(Oracle固有の用語)フラッシュリカバリ領域は、バックアップと復
旧に関係するファイル(リカバリファイル)の集中管理ストレージ領域
として機能する、Oracle10g/11gによって管理されるディレクトリ、ファ
イルシステム、または自動ストレージ管理のディスクグループです。
「リカバリファイル」を参照。

フリープール フリープールは、メディアプール内のすべてのメディアが使用中に
なっている場合にメディアのソースとして補助的に使用できるプー
ルです。ただし、メディアプールでフリープールを使用するには、
明示的にフリープールを使用するように構成する必要があります。

フルZDB 前回のバックアップから変更がない場合でも選択されたすべての
オブジェクトをテープにストリーミングする、テープへのZDBセッショ
ンまたはディスク+テープへのZDBセッション。
「増分ZDB」を参照。

フルデータベース
バックアップ

最後に(フルまたは増分)バックアップした後に変更されたデータだ
けではなく、データベース内のすべてのデータのバックアップ。フ
ルデータベースバックアップは、他のバックアップに依存しません。

フルバックアップ フルバックアップでは、最近変更されたかどうかに関係なく、選択さ
れたオブジェクトをすべてバックアップします。
「バックアップの種類」を参照。
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フルメールボックス
バックアップ

フルメールボックスバックアップでは、メールボックス全体の内容を
バックアップします。

分散ファイルシステ
ム(DFS)

複数のファイル共有を単一の名前空間に接続するサービス。対象
となるファイル共有は、同じコンピュータに置かれていても、異なる
コンピュータに置かれていてもかまいません。DFSは、リソースの保
存場所の違いに関係なくクライアントがリソースにアクセスできるよ
うにします。

ペアステータス (HP StorageWorks Disk Array XP固有の用語)ミラー化され
たディスクのペアは、そのペア上で実行されるアクションによって、
さまざまなステータス値を持ちます。最も重要なステータス値は以
下の3つです。

• コピー - ミラー化されたペアは、現在再同期中。データは一方
のディスクからもう一方のディスクに転送されます。2つのディス
クのデータは同じではありません。

• ペア - ミラー化されたペアは完全に同期され、両方のディスク
(プライマリボリュームとミラー化されたボックス)に同じデータが
格納されます。

• 中断 - ミラー化されたディスク間のリンクは中断されています。
両方のディスクが別々にアクセスされ、更新されています。ただ
し、ミラー関係はまだ保持されており、このペアは、ディスク全体
を転送することなく、再同期することができます。

並行復元 単一のMedia Agentからデータを受信するDisk Agentを複数実行
して、バックアップされたデータを同時に複数のディスクに(並行し
て)復元すること。並行復元を行うには、複数のディスクまたは論理
ボリュームに置かれているデータを選択し、同時処理数を2以上に
設定してバックアップを開始し、異なるオブジェクトのデータを同じ
デバイスに送信する必要があります。並行復元中には、復元対象
として選択した複数のオブジェクトがメディアから同時に読み取ら
れるので、パフォーマンスが向上します。

並列処理 1つのオンラインデータベースから複数のデータストリームを読み取
ること。

保護 「データ保護およびカタログ保護」を参照。

補助ディスク 必要最小限のオペレーティングシステムファイル、ネットワークファ
イル、およびData Protector Disk Agentがインストールされたブー
ト可能ディスク。ディスクデリバリーでUNIXクライアントを障害から復
旧するときの段階1では、補助ディスクをターゲットシステムのブー
トに使用することができます。
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ホストシステム Data Protector Disk Agentがインストールされており、ディスクデリ
バリーによるディザスタリカバリに使用される稼動中のDataProtector
クライアント。

ボリュームグループ LVMシステムにおけるデータストレージ単位。ボリュームグループ
は、1つまたは複数の物理ボリュームから作成できます。同じシステ
ム上に複数のボリュームグループを置くことができます。

ボリュームマウント
ポイント

(Windows固有の用語)ボリューム上の空のディレクトリを他のボ
リュームのマウントに使用できるように構成したもの。ボリュームマウ
ントポイントは、ターゲットボリュームへのゲートウェイとして機能しま
す。ボリュームがマウントされていれば、ユーザーやアプリケーショ
ンがそのボリューム上のデータをフル(マージ)ファイルシステムパス
で参照できます(両方のボリュームが一体化されている場合)。

マージ 復元中のファイル名競合を解決するモードの1つ。復元するファイ
ルと同じ名前のファイルが復元先に存在する場合、変更日時の新
しい方が維持されます。既存のファイルと名前が重複しないファイ
ルは、常に復元されます。
「上書き」を参照。

マウントポイント ディレクトリ構造内において、ディスクまたは論理ボリュームにアク
セスするためのアクセスポイント(/optやd:など)。UNIXでは、bdfコ
マンドまたはdfコマンドを使ってマウントポイントを表示できます。

マウント要求 マウント要求時には、デバイスにメディアを挿入するように促す画
面が表示されます。必要なメディアを挿入して確認することでマウ
ント要求に応答すると、セッションが続行されます。

マジックパケット 「Wake ONLAN」を参照。

ミラー(EMC
Symmetrixおよび

「ターゲットボリューム」を参照。

HPStorageWorks
Disk Array XP固
有の用語)

ミラーローテーショ
ン(HP

「複製セットローテーション」を参照。

StorageWorksDisk
Array XP固有の
用語)
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無人操作
(lights-outoperation

オペレータの介在なしで、通常の営業時間外に実行されるバック
アップ操作または復元操作。オペレータが手動で操作することな

またはunattended
operation)

く、バックアップアプリケーションやサービスのマウント要求などが自
動的に処理されます。

無人操作 「lights-outoperation」を参照。

メールボックス (Microsoft Exchange Server固有の用語)電子メールが配信さ
れる場所。管理者がユーザーごとに設定します。電子メールの配
信場所として複数の個人用フォルダが指定されている場合は、メー
ルボックスから個人用フォルダに電子メールがルーティングされま
す。

メールボックススト
ア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)インフォメーションス
トアのうち、ユーザーメールボックス内の情報を維持する部分。メー
ルボックスストアは、バイナリデータを格納するリッチテキスト.edb
ファイルと、ストリーミングネイティブインターネットコンテンツを格納
する.stmファイルからなります。

メディアID Data Protectorがメディアに割り当てる一意な識別子。

メディアセット バックアップセッションでは、メディアセットと呼ばれるメディアのグ
ループにデータをバックアップします。メディアの使用法によって
は、複数のセッションで同じメディアを共有できます。

メディアのインポー
ト

メディアに書き込まれているバックアップセッションデータをすべて
再読み込みして、IDBに取り込むプロセス。これにより、メディア上
のデータにすばやく、簡単にアクセスできるようになります。
「メディアのエクスポート」を参照。

メディアのエクス
ポート

メディアに格納されているすべてのバックアップセッション情報(シ
ステム、オブジェクト、ファイル名など)をIDBから削除するプロセス。
メディア自体に関する情報やメディアとプールの関係に関する情
報もIDBから削除されます。メディア上のデータは影響されません。
「メディアのインポート」を参照。

メディアのボール
ティング

メディアを安全な別の場所に収納すること。メディアが復元に必要
になった場合や、今後のバックアップにメディアを再使用する場合
は、メディアをデータセンターに戻します。ボールティング手順は、
会社のバックアップ戦略やデータ保護/信頼性ポリシーに依存しま
す。

メディアの使用法 メディアの使用法は、既に使用されているメディアに対してバック
アップをどのように追加するかを制御します。メディアの使用法は、
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[追加可能]、[追加不可能]、[増分のみ追加可能]のいずれかに
設定できます。

メディアの位置 バックアップメディアが物理的に収納されている場所を示すユー
ザー定義の識別子。"building 4"や"off-sitestorage"のような文字
列です。

メディアの種類 メディアの物理的な種類(DDSやDLTなど)。

メディアの状態 メディア状態要素から求められるメディアの品質。テープ メディア
の使用頻度が高く、使用時間が長ければ、読み書きエラーの発生
率が高くなります。状態が[不良]になったメディアは交換する必要
があります。

メディアプール 同じ種類のメディア(DDSなど)のセット。グループとして追跡されま
す。フォーマットしたメディアは、メディアプールに割り当てられま
す。

メディアラベル メディアに割り当てられるユーザー定義の識別子。

メディア割り当てポ
リシー

メディアをバックアップに使用する順序を決定します。[Strict]メディ
ア割り当てポリシーでは、特定のメディアに限定されます。[Loose]
ポリシーでは、任意の適切なメディアを使用できます。[フォーマッ
トされていないメディアを先に割り当てる]ポリシーでは、ライブラリ
内に利用可能な非保護メディアがある場合でも、不明なメディアが
優先されます。

メディア管理セッ
ション

初期化、内容のスキャン、メディア上のデータの確認、メディアのコ
ピーなどのアクションをメディアに対して実行するセッション。

メディア状態要素 使用回数のしきい値と上書きのしきい値。メディアの状態の判定基
準となります。

ユーザーアカウント
(Data Protector

Data Protectorおよびバックアップデータに対する無許可のアクセ
スを制限するために、 Data Protectorユーザーとして許可を受けた

ユーザーアカウン
ト)

ユーザーにしかDataProtectorを使用できないようになっています。
Data Protector 管理者がこのアカウントを作成するときには、ユー
ザーログオン名、ユーザーのログオン元として有効なシステム、お
よびDataProtectorユーザーグループのメンバーシップを指定しま
す。ユーザーがData Protectorのユーザーインタフェースを起動す
るか、または特定のタスクを実行するときには、このアカウントが必
ずチェックされます。
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ユーザーアカウント
制御(UAC)

Windows VistaおよびWindows Server 2008のセキュリティコンポー
ネント。管理者が権限レベルを上げるまで、アプリケーションソフト
ウェアを標準のユーザー権限に限定します。

ユーザーグループ 各Data Protectorユーザーは、ユーザーグループのメンバーです。
各ユーザーグループには1式のユーザー権限があり、それらの権
限がユーザーグループ内のすべてのユーザーに付与されます。
ユーザー権限を関連付けるユーザーグループの数は、必要に応
じて定義できます。DataProtectorには、デフォルトでAdmin、
Operator、Userの3つのユーザーグループが用意されています。

ユーザーディスク割
り当て

NTFSの容量管理サポートを使用すると、共有ストレージボリューム
に対して、拡張された追跡メカニズムの使用およびディスク容量に
対する制御が行えるようになります。DataProtectorでは、システム
全体にわたるユーザーディスク割り当てが、すべてのユーザーに
対して一度にバックアップされます。

ユーザープロファイ
ル

(Windows固有の用語)ユーザー別に維持される構成情報。この
情報には、デスクトップ設定、画面表示色、ネットワーク接続などが
含まれます。ユーザーがログオンすると、そのユーザーのプロファ
イルがロードされ、Windows環境がそれに応じて設定されます。

ユーザー権限 特定のData Protectorタスクの実行に必要なパーミッションをユー
ザー権限またはアクセス権限と呼びます。主なユーザー権限には、
バックアップの構成、バックアップセッションの開始、復元セッション
の開始などがあります。ユーザーには、そのユーザーの所属先ユー
ザーグループに関連付けられているアクセス権限が割り当てられ
ます。

ライター (Microsoft VSS固有の用語)オリジナルボリューム上のデータの
変更を開始するプロセス。主に、永続的なデータをボリューム上に
書き込むアプリケーションまたはシステムサービスがライターとなり
ます。ライターは、シャドウコピーの同期化プロセスにも参加し、デー
タの整合性を保証します。

ライブラリ オートチェンジャー、ジュークボックス、オートローダー、またはエク
スチェンジャとも呼ばれます。ライブラリには、複数のレポジトリスロッ
トがあり、それらにメディアが格納されます。各スロットがメディア
(DDS/DATなど)を1つずつ格納します。スロット/ドライブ間でのメ
ディアの移動は、ロボット機構によって制御され、メディアへのラン
ダムアクセスが可能です。ライブラリには、複数のドライブを格納で
きます。
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リカバリカタログ (Oracle固有の用語)Recovery ManagerがOracleデータベースに
ついての情報を格納するために使用するOracleの表とビューのセッ
ト。この情報は、RecoveryManagerがOracleデータベースのバック
アップ、復元、および復旧を管理するために使用されます。リカバ
リカタログには、以下の情報が含まれます。

• Oracleターゲットデータベースの物理スキーマ

• データファイルおよびアーカイブログのバックアップセット

• データファイルのコピー

• アーカイブREDOログ

• ストアドスクリプト

リカバリカタログ
データベース

(Oracle固有の用語)リカバリカタログスキーマを格納するOracle
データベース。リカバリカタログはターゲットデータベースに保存し
ないでください。

リカバリカタログ
データベースへの
ログイン情報

(Oracle固有の用語)リカバリカタログデータベース(Oracle)への
ログイン情報の形式はuser_name/password@serviceで、ユー
ザー名、パスワード、サービス名の説明は、Oracleターゲットデータ
ベースへのOracleSQL*Net V2ログイン情報と同じです。ただし、こ
の場合のserviceはOracleターゲットデータベースではなく、リカ
バリカタログデータベースに対するサービス名となります。
ここで指定するOracleユーザーは、Oracleのリカバリカタログのオー
ナーでなければならないことに注意してください。

リカバリファイル (Oracle固有の用語)リカバリファイルはフラッシュリカバリ領域に
存在するOracle10g/11g固有のファイルで、現在の制御ファイル、
オンラインREDOログ、アーカイブREDOログ、フラッシュバックログ、
制御ファイル自動バックアップ、データファイルコピー、およびバッ
クアップピースがこれにあたります。
「フラッシュリカバリ領域」を参照。

リサイクルまたは保
護解除

メディア上のすべてのバックアップデータのデータ保護を解除して、
以降のバックアップで上書きできるようにするプロセス。同じセッショ
ンに所属しているデータのうち、他のメディアに置かれているデー
タも保護解除されます。リサイクルを行っても、メディア上のデータ
自体は変更されません。

リムーバブル記憶
域の管理データ
ベース

(Windows固有の用語)Windowsサービスの1つ。リムーバブルメ
ディア(テープやディスクなど)と記憶デバイス(ライブラリ)の管理に
使用されます。リムーバブル記憶域により、複数のアプリケーション
が同じメディアリソースを共有できます。
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ローカル復旧とリ
モート復旧

リモート復旧は、SRDファイルで指定されているMedia Agentホスト
がすべてアクセス可能な場合にのみ実行されます。いずれかのホ
ストがアクセス不能になっていると、ディザスタリカバリプロセスが
ローカルモードにフェイルオーバーされます。これは、ターゲットシ
ステムにローカルに接続しているデバイスが検索されることを意味
します。デバイスが1台しか見つからない場合は、そのデバイスが
自動的に使用されます。複数のデバイスが見つかった場合は、デ
バイスが選択できるプロンプトが表示され、ユーザーが選択したデ
バイスが復元に使用されます。

ローカル連続レプリ
ケーション

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ローカル連続レプリ
ケーション(LCR)はストレージグループの完全コピー(LCRコピー)を
作成および維持するシングルサーバーソリューション。LCRコピー
は元のストレージグループと同じサーバーに配置されます。LCRコ
ピーが作成されると、変更伝播(ログリプレイ)テクノロジで最新に保
たれます。LCRの複製機能では未複製のログが削除されません。
この動作の影響により、ログを削除するモードでバックアップを実行
しても、コピー中のログと複製に十分な余裕がある場合、実際には
ディスクの空き容量が解放されない場合があります。
LCRコピーへの切り替えは数秒で完了するため、LCRコピーはディ
ザスタリカバリに使用されます。元のデータとは異なるディスクに存
在するLCRコピーをバックアップに使用すると、プロダクションデー
タベースの入出力の負荷が最小になります。
複製されたストレージグループは、Exchangeライターの新しいイン
スタンス(Exchange ReplicationService)として表示され、通常のスト
レージグループのようにVSSを使用してバックアップできます。
「クラスター連続レプリケーションおよびExchange Replication
Service」を参照。

ロギングレベル ロギングレベルは、バックアップ、オブジェクトのコピー、またはオブ
ジェクトの集約時にファイルとディレクトリに関する情報をどの程度
まで詳細にIDBに記録するかを示します。バックアップ時のロギン
グレベルに関係なく、データの復元は常に可能です。DataProtector
には、[すべてログに記録]、[ディレクトリレベルまでログに記録]、
[ファイルレベルまでログに記録]、および[ログなし]の4つのロギン
グレベルがあります。ロギングレベル設定によって、IDBのサイズ増
加、バックアップ速度、および復元データのブラウザのしやすさが
影響を受けます。

ログインID (Microsoft SQL Server固有の用語)MicrosoftSQL Serverにロ
グインするためにユーザーが使用する名前。Microsoft SQL Server
のsysloginシステムテーブル内のエントリに対応するログインIDが有
効なログインIDとなります。
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ロック名 別のデバイス名を使うことで同じ物理デバイスを違う特性で何度も
構成することができます。そのようなデバイス(デバイス名)が複数同
時に使用された場合に重複を防ぐ目的で、デバイス構成をロックす
るためにロック名が使用されます。ロック名はユーザーが指定する
文字列です。同一の物理デバイスを使用するデバイス定義には、
すべて同じロック名を使用します。

論理演算子 オンラインヘルプシステムの全文検索には、AND、OR、NOT、NEAR
の各ブール演算子を使用できます。複数の検索条件をブール演
算子で組み合わせて指定することで、検索対象をより正確に絞り
込むことができます。複数単語の検索に演算子を指定しなければ、
ANDを指定したものとみなされます。たとえば、「manualdisaster
recovery」という検索条件は、「manual AND disasterAND recovery」
と同じ結果になります。

論理ログファイル 論理ログファイルは、オンラインデータベースバックアップの場合に
使用されます。変更されたデータがディスクにフラッシュされる前に
書き込まれるファイルです。障害発生時には、これらの論理ログファ
イルを使用することで、コミット済みのトランザクションをすべてロー
ルフォワードするとともに、コミットされていないトランザクションをロー
ルバックすることができます。

ワイルドカード文字 1文字または複数文字を表すために使用できるキーボード文字。
たとえば、通常、アスタリスク(*)は1文字以上の文字を表し、疑問符
(?)は1文字を示します。ワイルドカード文字は、名前により複数の
ファイルを指定するための手段としてオペレーティングシステムで
頻繁に使用されます。
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